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ハ
イ
ウ
エ
ー
時
代
を
迎
え
て
も
、
遺
跡
や
埋
蔵
文
化
財
を
保
護
し
、
伝
承
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
責
務
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
関
原
丘
陵
は
新
潟
県
下
で
最
も
著
名
な
馬
高

・
三
十
稲
場
遺
跡
を
有
す
る
考
古
学
の
宝
庫
で
あ
り
ま
す
。

国
道
八
号
線
の
関
原
バ
イ
パ
ス
の
計
画
が
決
定
し
、
し
か
も
関
原
丘
陵
を
通
過
す
る
公
算
が
大
で
あ
る
と
い
う
昭
和
四
二
年
の
秋
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
県
教
育
委
員
会

に
協
議
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
あ
け
て
昭
和
四
三
年

一
月
、
県
の
意
向
と
し
て
関
原
丘
陵
の
一
部
を
試
掘
調
査
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
都
市
開
発
に
対
処
し
て
は
ど
う
か
、

発
掘
調
査
費
に
つ
い
て
は
国
及
び
県
費
補
助
を
考
慮
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

発
掘
調
査
の
意
義
を
考
え
た
場
合
、
幸
い
に
関
原
バ
イ
パ
ス
が
遺
跡
を
通
過
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
学
術
的
な
意
義
か
ら
し
て
十
分
価
値
あ
る
も
の
と
判
断
し
、
三
十
稲
場

遺
跡
の
発
掘
調
査
に
ふ
み
き

っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
三
年
八
月

一
七
日
か
ら
六
日
間
、
長
岡
科
学
博
物
館
考
古
研
究
室

。
中
村
孝
二
郎
氏
を
中
心
に
、
越
後
古
代
研
究
会
員

一
五
名
の
調
査
員
の
か
た
が
た
お
よ
び
、
地

元
関
原
町
あ
げ
て
の
協
力
と
中
学
校
、
高
等
学
校
の
研
究
ク
ラ
ブ
班
等
三

一
五
名
、
延

一
、　
一
九
五
名
の
参
加
を
得
て
、　
一
、
七
七

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
発
掘
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ
大
成
果
を
お
さ
め
、
八
月
二
二
日
無
事
発
掘
調
査
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

本
調
査
は
、
県
下
に
お
け
る
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
予
期
以
上
の
厖
大
な
出
土
品
の
整
理
に
は
、
な
お
相
当
の
日
数
を
要
す
る
の
で
、
今
回
は
と
り
あ
え
ず
略
報
告
書

と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
発
掘
調
査
を
指
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
報
告
書
を
ま
と
め
ら
れ
た
中
村
孝
三
郎
氏
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
新
潟

県
教
育
委
員
会
お
よ
び
調
査
員
の
か
た
が
た
を
は
じ
め
、
中
高
校
生
、
地
元
関
原
町
あ
げ
て
の
献
身
的
な
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
あ
つ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭

和

四

五

年

二

月

長
岡
市
教
育
委
員
会
　
　
教

育

長
　
　
　
｛甲
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三
十
稲
場
遺
跡
調
査
略
報
告
書

回
遺
跡
の
所
在
　
　
新
潟
県
長
岡
市
関
原
町

一
丁
目

（下
除
）
小
字
遠
藤
沢
２
糠
山

回
沿
　
　
　
革

三
十
稲
場
遺
跡
は
、
国
道
第
八
号
線
に
臨
む
長
岡
市
関
原
町
の
南
側
に
位
置
し
、
八
石
山
系
の
末
端
を
な
す
糠
山
の
す
そ
に
ひ
ろ
が
る
広
大
な
扇
状
性
台
地
上
に
残
さ
れ
た

縄
文
後
期
の
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
往
昔
の
姿
は
、
松

・
雑
木
の
繁
茂
す
る
平
地
林
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
も
糠
山
の
す
そ
に
そ
い
、
東

―
西
に
向
け
遺
跡
地
帯
を
貫
い
て
、
幅
約
四
れ
ほ
ど
の
農
道
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
は
、
日
本
海
の
古
く
か
ら
の
漁
港
出
雲
崎
か
ら
道
山
山
脈
の
剣
が
峰
峠
を
越
え
、

鳥
越
２
雲
出
、
あ
る
い
は
石
地
か
ら
薬
師
峠
を
こ
え
て
岩
野
か
ら
西
田
に
入
り
、
黒
川
を
渡
り
、
自
鳥
部
落
の
蛇
山
で
再
び
谷
川
を
波
り
、
三
十
稲
場
の
糠
山
腰
を
ぬ
け
、
高

寺
部
落
を
通
り
、
さ
ら
に
深
沢
の
大
沢
の
谷
に
沿
う
て
親
沢
に
達
し
、
渋
海
川
渡
船
場
を
経
て
、
朝
日
部
落
の
南
背
に
あ
る
急
斜
坂
を
登

っ
て
、
百
塚
原
を
通
り
、
片
只
か
ら

山
谷

・
小
栗
田
原
を
抜
け
て
小
千
谷
に
達
す
る
旧
い
時
代
の
魚
沼
街
道
で
、
通
称

「
浜
道
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
海
岸
と
魚
沼
山
地
の
三
郡
を
結
ぶ
交
易
の
主
線
本
道
を
な
す
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
道
路
は
徳
川
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
現
在
の
国
道
八
号
線
道
路
の
開
設
整
備
さ
れ
る
ま
で
、
は
る
か
な
往
古
か
ら
平
安
―
鎌
倉
―
室
町
２
徳
川
期
の

長
い
年
代
に
わ
た
っ
て
、
主
道
と
し
て
人
馬
の
往
来
が
激
し
か
っ
た
こ
と
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

三
十
稲
場
周
辺
は
、
小
字
の
土
地
台
帳
正
名
を

「
遠
藤
」
と
呼
ば
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
戦
国
の
将

「
浅
倉

一
族
」
の
末
流
と
伝
え
ら
れ
る
長
岡
市
福
田
町
藤
橋
の

旧
素
封
家

「
遠
藤
氏
」
の
祖
が
、
現
在
の
地
に
開
田
居
住
す
る
以
前
、
元
亀
年
間
浅
倉
家
の
滅
亡
後
、
越
後
に
落
流
し
来
り
、
は
じ
め
に
こ
の
地
三
十
稲
場
に
居
を
か
ま
え
、

開
拓
土
着
し
た
る
と
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
て
、
そ
の
名
を
地
名
と
し
て
残
す
と
い
う
。
そ
の
た
め
か
遺
跡
附
近
に
は
時
に
ふ
れ
、
須
恵
系
陶
器
の
残
片
が
い
ま
も
採
集
さ
れ
る
こ

と
は
、
口
伝
え
を
裏
づ
け
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
根
深
く
今
日
ま
で
こ
の
地
方
に
伝
説
化
さ
れ
て
き
て
い
る

「
関
原
奸
盗

（が
ん
ど
う
）
」
の
由
来
は
、
天
和
元
年

（
一
六
七
四
年
）
高
田
城
主
松
平
光
長
が
、
藩
政
び

ん
乱
の
責
で
四
国
に
流
人
後
、
四
散
し
た
高
田
藩
浪
人
の
一
人
、
徳
左
衛
門

（姓
不
詳
）
を
主
領
と
す
る
十
数
人
の
野
盗
が
、
当
時
高
田

ｏ
長
岡
の
藩
境
を
な
す
高
寺
山
附
近

を
根
拠
と
し
、
群
を
な
し
て
は
四
辺
の
村
落
を
襲
い
廻
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
顛
末
を
記
し
た

「
長
岡
藩
士
武
勇
逸
聞
」
と
い
う
古
文
書
の
写
し
が
下
除
の
清
水
家
に
残
さ

一

ゴ

ー
，　
　
・ギ

f



れ
て
い
る
ｃ
原
文
は
長
岡
藩
三
代
目
の
領
主
牧
野
忠
辰
の
御

用

人
、

山
口
舎
人
の
手
記
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
ｃ
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
高
田
藩
領
の
脇
野
町
陣
屋
か

ら
、
小
頭
、
足
軽
、
白
鳥
の
庄
屋
等
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た

「
が
ん
ど
う
」
討
伐
隊
が
、
自
鳥
の
庄
屋
三
左
衛
門
宅
に
集
合
し
、
そ
れ
よ
り
か
れ
ら
の
本
拠
高
寺
方
面
に
向
う

途
中
、
そ
の
中
間
地
点
の

「
三
条

（
三
十
）
稲
場
茶
屋

ニ
テ
小
休
シ
、
」

隊
勢
を
と
と
の
え
、
野
盗
討
取
り
に
出
か
け
、
や
が
て
召
取
部
隊
は
徳
左
衛
門
勢
を
次
第
に
長
岡
領
内
の
下
除
原
に
追
い
つ
め
て
い
っ
た
。
村
々
で
は
急
を
つ
げ
る
鐘
の
音

や
、

「
急
触
状
」
の
伝
達
に
よ
っ
て
鎌

・
木
刀

・
く
わ

。
竹
や
り
等
を
も

っ
た
百
姓
村
人
た
ち
が

「
下
除

へ
、
下
除

へ
」
と
集

っ
た
と
い
う
。
時
は
、
ち
ょ
う
ど
秋
の
収
穫
前

の
こ
と
と
て
、
当
日
領
内
検
見
で
下
除
村
に
出
張
し
て
い
た
長
岡
藩
の
勘
定
奉
行
鈴
木
茂
衛
門

・
郡
奉
行
長
谷
川
権
太
夫

・
代
官
長
島
金
右
衛
問

。
九
里
金
三
郎
等
の
諸
藩
士

も
現
場
に
か
け
つ
け
、
代
官
長
島
は
賊
主
領
徳
左
衛
門
と
林
中
で
出
合
い
、
数
十
合
切
り
む
す
ん
だ
が
、
徳
左
衛
門
は
高
田
浪
士
で
あ
る
だ
け
に
、
な
か
な
か
の
剣
の
使
い
手

で
、
わ
ず
か
の
手
傷
を
負
う
た
だ
け
で
逃
走
し
た
。
し
か
し
、
最
後
に
初
秋
の
風
渡
る
下
除
の
東
原
で
、
新
手
の
下
除
の
庄
屋
清
水
丑
之
助
お
よ
び
長
岡
藩
士
倉
屋
林
五
衛
門

に
よ
っ
て
、
す
す
き
原
を
血
に
染
め
て
つ
い
に
切
り
殺
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
延
宝
二
年
九
月
九
日
の
午
後
三
時
頃
の
で
き
ご
と
で
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
ｃ
こ
の
文
中
に

「
三
条
稲
場
茶
屋
」
と
い
う
十
語
に
み
た
な
い
こ
と
ば
が
登

場
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
茶
屋
の
所
在
し
た
地
点
は
、
余
日
の
池
や
、
鎌
田
山
を
通

っ
て
く
る
旧
農
道
が
、
さ
き
に
記
し
た
三
十
稲
場
を
東
２
西
に
ぬ
け
る
浜
街
道
に

合
流
す
る
あ
た
り
か
、
さ
ら
に
東
側
の
小
さ
な
谷
と
な

っ
て
い
る
水
田
の
崖
上
附
近
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
強
く
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
．
ま
た

「
三
条
」
は
、

「
三

十
」
に
通
ず
る
語
昌
を
含
み
、
聞
き
書
き
の
誤
文
と
み
ら
れ
、
さ
ら
に
前
後
の
で
き
ご
と
を
地
理
的
に
み
て
も
、
現
在
の
三
十
稲
場
も
こ
の
事
件
の
小
舞
台
と
な

っ
て
い
る
こ

と
は
、
否
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
三
十
稲
場
と
い
う
地
名
が
、
妙
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
三
百
年
前
の
古
文
書
に
残
さ
れ
た
最
古
の
記
録
と
推
考
さ
れ
る

の
で
あ

っ
て
、
今
は
こ
の
あ
た
り
に
人
家
も
み
ら
れ
ず
、
ひ
と
り
糠
山
の
松
籟
が
わ
た
る
遺
跡
附
近
も
、
か
つ
て
は
茶
店
す
ら
営
ま
れ
て
い
た
主
要
往
還
道
路
が
通
じ
て
い
た

当
時
の
姿
が
し
の
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
年
）
、
寺
泊
の
医
師
丸
山
元
純
の

「
越
後
名
寄
」
巻
七
、
○
原
の
項
に
は

関
　
原
　
　
　
　
　
　
一二
島
郡

長
岡

ヨ
リ
柏
崎

へ
行
中
間

二
在
。
広
サ

一
里
余
有
、
五
段
田
村
ノ
上
ナ
ル
岡
也
。
即
関
原
卜
号
ス
ル
村
有
、
近
世
過
半
畑
卜
成
、
四
方
ノ
見
渡
シ
気
色
有
。

と
あ
る
が
、
宝
暦
年
間
に
は
す
で
に
関
原
丘
陵
台
地
の
開
拓
が
、
か
な
り
の
面
積
に
わ
た

っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
明
治
十

一
年
明
治
天
皇
の

北
陸
巡
幸
に
関
し
、
沿
道
町
村
長
が
当
時
新
潟
県
庁
に
提
出
し
た
関
原
関
係
の

「
関
原
新
田
地
誌
」
に
は
、
柏
崎
枇
杷
島
の
人
、
関
矢
清
左
衛
間
が
慶
長
年
間
、　
一
説
に
は
寛

も

1
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文
年
間
、
現
在
の
関
原
郵
便
局
附
近
の
十
字
路
辺
に
土
着
し
て
、
次
第
に
関
原
台
地
の
南
側
地
点
を
開
畑
し
た
こ
と
が
誌
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
原
と
は
小
谷
を
へ
だ
て

た
三
十
稲
場
附
近
の
開
拓
は
、
よ
り
若
干
の
近
世
に
す
す
め
ら
れ
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

明
治
十
年
九
月
、
ア
メ
リ
カ
の
生
物
学
者

エ
ド
ワ
ー
ド

・
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
モ
ー
ス
氏
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
東
京
大
森
貝
塚
の
調
査
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
科
学
性
分
析

を
基
盤
と
し
た
最
初
の
考
古
学
調
査
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
所
論
と
す
る

「
土
‘
石
器
の
分
類

一
「
食
人
説
」

「
プ
レ
日
本
人
説
」
等
は
、
影
響
す
る
と
こ
ろ
き
わ
め
て

深
く
、
ま
た
広
軌
に
及
ん
だ
こ
と
が
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
三
十
稲
場
遺
跡
も
そ
れ
ら
学
究
の
波
及
に
よ
る
明
治
二
２
三
十
年
こ
ろ
か
ら
、
地
元
関
原
町
の
石
器
愛
好
者

に
よ
っ
て
、
縄
文
後
期
の
発
達
し
た
石
器
工
業
か
ら
作
出
さ
れ
た
繊
細
優
雅
な
、
袖
珍
的
な
玉
類

・
石
鏃
、
あ
る
い
は
小
形
磨
製
石
斧
等
の
採
集
が
な
さ
れ
て
き
て
、
そ
の
量

は
お
び
た
だ
し
い
も
の
が
あ
り
、
三
十
稲
場
遺
跡
の
越
後
の
考
古
学
史
上
に
し
め
る
資
料
位
置
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
が
あ

っ
た
ｃ
し
か
し
、
こ
の
遺
跡
が
日
本
の
考
古
学
線

上
に
浮
か
び
上
が
る
の
は
、

「
火
焔
土
器
の
発
掘
者
」
で
あ
る
地
元
の
故
人
近
藤
篤
三
郎
氏
の
昭
和
九
年
頃
か
ら
の
発
掘
調
査
が
す
す
め
ら
れ
て
か
ら
で
、
そ
の
出
土
物
が
、

東
京
大
学
理
学
部
人
類
学
教
室
の
八
幡

一
郎
氏
に
よ
っ
て
、
中
部
日
本
の

「
縄
文
後
期
三
十
稲
場
式
土
器

一
と
し
て
、
北
陸
を
代
表
す
る
標
準
模
式
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
飛
躍
し
、
さ
ら
に
斎
藤
秀
平
氏
に
よ
り

「
新
潟
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
」
第
七
集
に
三
十
稲
場
土
器
に
施
さ
れ
た
刺
突
文
模
様
を
中
核
と
し
た
編
年
規
格

化
が
な
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

ま
た
昭
和
十
年
か
ら
以
後
十
年
間
に
わ
た
る
近
藤
勘
治
郎
氏
の

一
石
器
時
代
遺
跡
探
渉
日
誌
」
に
は
、
数
十
回
に
わ
た
る
三
十
稲
場
の
表
面
採
集
の
土
器
拓
本
や
、
石
器
図

等
が
残
さ
れ
て
い
て
、
越
後
土
器
編
年
初
期
の
苦
心
が
紙
背
に
に
じ
み
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
十
五
年
五
月
に
は
オ
ラ
ン
グ
の
若
き
考
古
学
ジ

ュ
ラ
ー
ド

・
グ
ロ
ー
ト
氏

の
三
日
間
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
近
藤
篤
三
郎
と
筆
者
が
協
力
し
た
。
戦
後
と
な

っ
て
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
筆
者
お
よ
び
柏
崎
市
の
三
井
田
忠
氏
（
日
本
人
類
学
会
員
）

に
よ
る
小
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
た
。
続
く
昭
和
二
十
五
年
七
月
に
は
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
滝
口
広

ｏ
同
助
教
授
西
村
正
衛

ｏ
同
講
師
玉
口
時
雄
氏

（同
学
生
二
十
名
）
等

の
発
掘
調
査
を
み
た
。
こ
の
発
掘
は

「
滝
口
広

。
西
村
正
衛

（越
後
関
原
縄
文
遺
跡
）
早
稲
田
大
学
教
育
会
研
究
叢
書
　
第
二
冊
」
と
し
て
記
録
が
出
版
さ
れ
た
ｃ
ま
た
昭
和

四
十

一
年
に
出
版
さ
れ
た
拙
稿

「
先
史
時
代
と
長
岡
の
遺
跡
」
に
は
、
過
去
の
お
び
た
だ
し
い
地
元
採
集
遺
物
を
中
心
に
し
た

一
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ｃ

三
十
稲
場
遺
跡
は
、
南
２
北
二
五
〇

％
、
東
―
西

一
五
〇

％
に
及
ぶ
越
後
Ａ
級
中
屈
指
の
大
集
落
址
で
、
そ
の
全
面
積
に
わ
た
っ
て
遺
物
の
散
布
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
遺

物
包
含
層
は
、
約
二
〇
２
四
〇

”
の
浅
層
に
あ

っ
て
、
今
日
ま
で
の
永
年
に
わ
た
る
農
耕
に
よ
る
破
壊
が
強
く
、
こ
と
に
近
年
は
煙
草
栽
培
に
よ
る
耕
運
機
の
深
耕
性
か
ら
遺

構

・
遺
物
の
崩
壊
が
目
立
っ
て
き
た
ｃ

回
遺
跡
の
地
勢
環
境



越
後
の
鯖
石
川
と
渋
海
川
に
は
さ
ま
れ
た
刈
羽
郡
鯖
石
郷
と
小
国
郷
に
ま
た
が
る
背
面
山
脈
に
は
、
八
石
山

（
五

一
四
％
）
を
主
軸
と
す
る
多
く
の
起
伏
や
、
低
い
連
嶺
を

な
し
て
北
面
に
ひ
ろ
が
る
八
石
地
塁
の
形
成
が
立
地
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
石
山
系
は
さ
ら
に
高
度
を
下
げ
な
が
ら
北
東
に
張
り
出
し
、
東
方
に
延
び
た
分
脈
の
先
端
は
高
度

一
〇
Ｏ

π
前
後
の
岡
阜
性
長
峰
丘
陵
を
な
し
て
、
信
濃
川
の
造
成
し
た
沖
積
地
、
越
後
平
野
の
縁
辺
に
迫

っ
て
終
り
、
ま
た
そ
の
西
方
の

一
支
脈
は
桝
形
山

（
二
九
九
％
）
を

主
点
に
大
積

・
宮
本
部
落
の
背
後
に
延
び
、
さ
ら
に
黒
川
に
沿

っ
て
東
―
北
向
し
、
関
原
丘
陵
と
な
り
、
片
刈
城
址
等
の
峰
々
を
連
ね
て
牛
ケ
首
低
山
陵
を
形
成
し
、
そ
の
突

出
先
端
は
標
高

一
〇
四
％
の
糠
山
の
松
林
と
な

っ
て
い
る
ｃ
ま
た
こ
の
糠
山
を
起
点
と
し
た
そ
の
北
方
前
面
は
、
沖
積
平
野
に
ゆ
る
く
半
島
状
に
は
り
出
し
た
扇
状
性
の
関
原

台
地
と
な
り
、
信
濃
川
沖
積
平
野
と
、
刈
羽
郡
の
東
側
山
地
か
ら
流
れ
出
る
黒
川
の
沖
積
地
の
接
合
点
の
五
反
田
沖
で
こ
の
台
地
は
沈
滅
し
て
い
る
ｃ
関
原
台
地
は
東
―
西

一

六
〇
〇

％
、
南
２
北
二
五
〇
〇

％
の
舌
状
を
呈
し
、
頂
高
部
で
標
高
七
〇

％
を
示
し
、
信
濃
川
水
面
と
の
比
高
は
四
〇

％
で
あ
る
。
こ
の
丘
陵
台
地
の
中
央
部
を
東
―
西
に
貫

い
て
国
道
八
号
路
線
が
通
り
、
人
口
六
〇
〇
〇
の
関
原
の
小
市
街
が
展
開
し
て
い
る
ｃ

遺
跡
は
、
関
原
市
街
と
糠
山
の
間
を
西
２
南
に
走
る
牛
ケ
首
街
道
の
南
側
、
糠
山
の
す
そ
遠
藤
沢

一
帯
に
所
在
し
、
現
地
は
東

。
北

。
西
の
前
面
が
大
き
く
ひ
ら
け
、
黒
川

沖
積
地
を
へ
だ
て
た
西
―
北
方
は
、
戦
国
上
杉
期
の
山
城
で
あ
つ
た
三
島
谷
城
址
や
、
小
木
の
城
址
を
つ
ら
ね
る
道
山
山
脈
の
北
走
が
み
え
、
は
る
か
な
弥
彦
の
秀
峰
に
つ
ら

な
り
を
示
し
て
い
る
。
北
に
は
越
後
平
野
が
ひ
ろ
が
り
、
さ
ら
に
東
方
は
信
濃
川
を
へ
だ
て
て
粟
が
岳

。
守
門
岳
等
の
高
峰
が
は
る
か
に
か
す
む
そ
の
前
面
を
飾

っ
て
、
森
立

峠

・
鋸
山

・
金
倉
山
等
の
越
後
東
山
山
脈
の
低
山
嶺
が
望
見
さ
れ
る
ｃ

三
十
稲
場
台
地
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
畑
作
地
で
、
ゆ
る
く
平
坦
性
の
傾
斜
を
示
し
な
が
ら
、
北
方
の
原
新
田
へ
と
続
き
、
谷
川
の
つ
く

っ
た
沖
積
水
田
地
帯
に
達
し
て
終
る

が
、
そ
の
西
端
の
崖
上
に
は
鎌
田
山
の

「
原
」
の
小
遺
跡
が
あ
り
、
縄
文
後
期
の
土
器
を
出
す
。
ま
た
西
南
方
に
あ
る

「
城
拍
」
の
松
林
台
地
に
は
、
昭
和
十
九
年
の
大
水
害

に
よ
る
崖
崩
れ
で
発
見
さ
れ
た
縄
文
中
期
の
遺
跡
が
あ
る
ｃ

ま
た
三
十
稲
場
台
地
の
東
側
は
、
細
い
帯
状
の
幅
三
〇
‘
五
〇

％
の
小
谷
と
な
り
、
水
田
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
東
対
岸
に
は
縄
文
中
期
の

「
火
焔
土
器
」
を
出
土
し

た
知
名
の
馬
高
の
大
形
遺
跡
が
相
対
し
、　
さ

ら

に
五
〇
〇
％
東
北
方
し
た

「
上
の
沢
」
の
畑
地
か
ら
は
縄
文
草
創
期
初
頭
の
小
瀬
が
沢
式
の
錐
状
尖
頭
器
が
採
集
さ
れ
て
い

る
。
上
の
沢
か
ら
六
〇
〇

％
へ
だ
て
た
上
除
八
幡
神
社
裏
に
は
、
池
に
臨
む

「
転
堂
」
の
縄
文
中
期
の
遺
跡
が
あ
り
、
ま
た
関
原
市
街
を
こ
え
た
北
方
の
五
反
田
部
落
と
の
中

間
に
あ
る
三
輪
稲
荷
社
の
周
辺
に
は
、

「
六
右
衛
門
清
水
」

「
三
輪
」

「
瓜
割
」
等
の
縄
文
後
期
の
小
遺
跡
が
点
々
と
所
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
標
高
二
九
％
を
示
す
関
原

台
地
の
最
北
突
端
の
低
地
点
に
は
、
長
岡
電
鉄
の
関
原
駅
を
中
心
に
、
下
除
の

「
下
屋
敷
遺
跡
」
が
あ
る
ｃ
奈
良
時
代
か
ら
平
安
朝
に
わ
た
る
直
径
二
五
Ｏ
π
の
大
形
集
落
址

が
、
昭
和
二
十
七
年
初
冬
の
土
地
改
良
工
事
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
数
十
の
竪
穴
状
の
住
居
址
と
、
多
く
の
土
師
器

・
須
恵
器
と
内
面
黒
塗
状
の
わ
ん
や
墨
書
土
器
、
木
片
や

生
活
残
片
を
示
す
モ
モ
・
ク
ル
ミ
●
ウ
リ
等
の
種
子
が
検
出
さ
れ
、

「
下
屋
敷
式
生
活
期
」
の
標
準
模
式
と
さ
れ
て
い
る
。

■
●
●

ヽ

ヽ

四



,

1

ご

回
調
　
　
査

□
期
　
　
　
日
　
　
昭
和
四
十
三
年
八
月
十
七
日
２
二
十
二
日

（
六
日
間
）

□
主
　
　
　
催
　
　
長
岡
市
教
育
委
員
会

□
調
査
担
当
者
　
　
長
岡
科
学
博
物
館
考
古
研
究
室

（
日
本
考
古
学
協
会
員
）
中
村
孝
三
郎

□
調
　
査
　
員

　
　
（越
後
古
代
研
究
会
員
　
十
五
名
）

大
手
高
校
教
論
若
松
茂
、
岡
南
中
学
校
教
諭
多
多
静
治
、
十
日
町
高
校
教
諭
稲
岡
嘉
彰
、
長
岡
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
丸
山
松
夫
、
東
北
電
力
長
岡
営
業
所
竹
田
祐
司
、

津
上
長
岡
工
場
神
林
昭

一
、
三
条
市
松
井
寛
、
大
手
高
校
教
諭
金
子
拓
男
、
三
条
商
業
高
校
教
諭
中
島
栄

一
、
六
日
町
高
校
教
諭
佐
藤
和
彦
、
立
正
大
学
生
駒
形
敏
朗
、
燕
市

山
後
敏
行
、
南
蒲
下
田
村
石
月
俊
朗
、
堀
之
内
中
学
校
教
諭
星
野
芳
郎
、
小
出
町
原
喜
久
男

□
参
　
加
　
者

（地
元
）
　

長
岡
高
校
定
時
制
関
原
分
校
教
諭
お
よ
び
生
徒
、
関
原
中
学
校
長
八
日
明
比
古
お
よ
び
教
諭

・
生
徒

長
岡
高
校
人
文
科
学
班
生
徒
、
長
岡
商
業
高
校
歴
史
研
究
ク
ラ
ブ
班
生
徒
、
岡
南
中
学
校
歴
史
ク
ラ
ブ
生
徒

三
条
商
業
高
校
考
古
学
研
究
班
生
徒
、
十
日
町
高
校
地
歴
研
究
班
生
徒

長
岡
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
内
藤
忠

一
課
長
他
全
職
員

。
中
央
公
民
館
全
職
員

長
岡
科
学
博
物
館
小
柴
阿
栗

・
外
山
武

ｏ
小
林
敦
司

（以
上
　
〓
二

五
名
）

三
十
稲
場
遺
跡
は
、
さ
き
に
も
記
し
た
如
く
、
そ
の
集
落
址
の
包
含
面
積
は
広
く
、
南
―
北
に
二
五
〇

％
、
東
―
西
が

一
五
〇

％
に
達
す
る
越
後
屈
指
の
大
形
遺
跡
で
あ
る

が
、
そ
の
包
含
層
が
浅
い
た
め
、
そ
の
全
域
に
わ
た

っ
て
春
秋
の
耕
作
で
遺
物
の
浮
上
散
布
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
で
も
濃
厚
遺
物
の
み
ら
れ
る
中
心
部
を
な
す

も
の
は
、
五
地
点
が
数
え
ら
れ
ヽ
さ
ら
に
大
別
す
れ
ば
、

「
本
三
十
稲
場
」
と

「
南
三
十
稲
場
」
の
二
地
点
に
集
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

東
側
の
水
田
に
隣
接
す
る

「
遠
藤

一
五

一
三
―

一
五

一
四
番
地
」
か
ら
、
農
道
を
隔
て
た

「
一
四
九
六
２

一
四
九
七
２

一
四
九
八
―

一
四
九
九
―

一
五
〇
〇
番
地
」
に
わ
た

る
約
六
ア
ー
ル
の
地
域
が
、
本
三
十
稲
場
の
中
心
区
域
を
な
し
、
こ

の
中

で
も
水
田
に
接
す
る

「
一
五

一
四
番
地
」
は
、
昭
和
十
五
年
の
オ
ラ
ン
ダ
の
考
古
学
者
ジ

ェ
ラ
ー

ド

・
グ
ロ
ー
ト
氏
の
発
掘
地
点
で
あ
る
、

「
一
五

一
三
番
地
」
は
、
昭
和
二
十
五
年
早
稲
田
大
学
の
滝
口
教
授
の
発
掘
ト
ン
ン
チ
が
設
定
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
ま
た
、

「
一

四
九
七
番
地
」
は
、
昭
和
九
年
来
の
近
藤
篤
三
郎
氏
の
小
発
掘
が
続
け
ら
れ
た
地
点
で
あ
る
が
、
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年
に
、
筆
者
お
よ
び
三
井
田
忠
氏
の
小
発
掘
が
行
な
わ

れ
た
地
点
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
山
ろ
く
の

「
浜
道
」
を
は
さ
ん
だ
地
帯
は
、

「
南
三
十
稲
場
遺
跡
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
農
道
か
ら
南
の
山
ろ
く
傾
斜
地
は
、
古
く
か
ら
松

五



六

林
と
な

っ
て
い
て
、
戦
後
の

「
未
墾
地
開
拓
」
に
よ
り
、
新
ら
し
く
筆
者
に
よ
つ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
地
域
で
あ
る
。
農
道
の
南
側
に
位
置
す
る
小
字

「
糠
山
二
八
〇
０
２

一

四

一
番
地
」
か
ら

「
二
八
〇
０
２

一
五
〇
番
地
」
に
西
及
す
る
地
点
お
よ
び
浜
道
の
北
側
の

「
遠
藤

一
五
〇
六
―

一
五
〇
七
２

一
五
〇
八
２

一
五
〇
九
番
地
」
を

一
括
連
帯
し

た
約
八
ア
ー
ル
に
及
ぶ
地
域
が
濃
厚
な
集
落
性
の
遺
物
包
合
が
推
定
さ
れ
て
き
た
。

近
年
に
至
っ
て
、
関
原
市
街
の
交
通
車
輌
の
急
激
な
増
加
に
と
も
な
う
国
道
八
号
道
路
の
狭
小
か
ら
、
バ
イ
パ
ス
路
線
の
建
設
が
北
陸
地
方
建
設
事
務
所
に
よ
っ
て
計
画
さ

れ
、
そ
の
計
画

一
線
が
、
関
原
の
南
側
の
三
十
稲
場
遺
跡
の
旧
浜
街
道
附
近
を
、
東
２
西
に
走
る
測
量
点
の
打
杭
等
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
上
開
発
に
も
と
づ
く
土
木
工

事
の
破
壊
性
を
考
慮
し
、
事
前
に
遺
構
お
よ
び
遺
物
の
収
納
保
護
等
の
た
め
と
、
併
せ
て
越
後
の
先
史
研
究
が
、
土
器
編
年
の
組
成
か
ら
個
々
の
住
居
形
体
の
確
認
、
さ
ら
に

大
き
く
集
落
そ
の
も
の
の
全
形
把
握

へ
と
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
諸
観
点
も
あ
り
、
今
次
三
十
稲
場
の
発
掘
は
緊
急
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
は
じ
め
か
ら
遺

跡
に
か
か
る
道
路
床
の
計
画
線
全
面
に
わ
た
る
大
規
模
な
露
呈
検
出
に
よ
っ
て
、
そ
の
遺
物
の
収
納
が
目
的
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

◎
発
　
　
掘

○
発
掘
ト
レ
ン
チ
の
設
定

（附
図
二
２
三
参
照
）

◇
第

一　
Ｔ

第

一
ト
レ
ン
チ

（
以
後
本
文
で
は
ト
レ
ン
チ
を

「
Ｔ
」
の
略
号
を
使
用
す
る
。）
は
、
旧
浜
街
道
に
接
す
る
糠
山
二
八
〇
０
２

一
四
〇
と

一
四

一
番
地
の
煙
草
畑
の
北
端
に
東

―
西
方
向
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
密
着
し
た
四
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。
各
溝
は
そ
の
幅
四
％
と
し
、
長
さ
は
各
三
六
％
。
こ
れ
を
四
％
×
四
％
に
区
画
し
て
、
東
側
か
ら
各
１

２
９
の
小
区
を
設
け
た
。
四
％
方
形
の
発
掘
区
画
は
、
現
在
通
例
と
さ
れ
る
二
π
単
位
の
区
画
に
対
し
四
倍
の
内
容
積
を
も
つ
も
の
で
、
発
掘
土
の
搬
出
や
、
記
録
等
に
困
難

が
た
え
ず
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
が
、
調
査
員
の
長
い
間
の
経
験
を
え
た
熟
練
性
と
、

「
広
大
面
積
の
発
掘
」
と
い
う
目
的
規
模
に
準
じ
て
あ
え
て
以
下
の
各
Ｔ
に
お
い
て
も

こ
れ
を
実
施
し
た
。
な
お
、
こ
の
あ
た
り
は
第

一
Ｔ
の
さ
ら
に
南
側
に
接
続
し
て
か
な
り
の
遺
物
包
含
面
積
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
次
は
緊
急
地
点
を
中
心
と
し
、

そ
れ
ら
は
二
次
性
の
処
理
方
法
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
。
第

一
Ｔ
の
発
掘
実
面
積
三
八
〇
２π
（担
当
＝
若
松

。
多
多

・
稲
岡

。
駒
形
）

◇
第

二

Ｔ

第
二
Ｔ
は
、
浜
道
に
沿
う
糠
山
二
八
〇
〇
―

一
四
二
番
地
の
北
端
に
、
耕
作
道
路
間
を
区
画
し
、
ま
た
こ
の
附
近
の
遺
物
包
合
の
南
限
性
を
も
考
え
、
幅

一
〇

％
、
長
さ

一

八
％
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
本
の
狭
い
発
掘
溝
を
密
接
さ
せ
、
東
２
西
方
向
に
設
置
し
た
第
二
Ｔ
の
実
発
掘
面
積

一
八
〇
２π
（担
当
＝
竹
田

・
丸
山
）

◇
第

三

Ｔ

第
三
Ｔ
は
、
さ
ら
に
浜
道
に
西
続
し
た
糠
山
二
八
〇
〇
‘

一
四
七
か
ら
同

一
四
九
番
地
に
至
る
煙
草
畑
に
東
２
西
し
て
、
幅

一
〇

％
、
長
さ
二
八
％
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
本
の
細

n

ヽ



r

い
発
掘
溝
を
設
け
た
。
第
二
Ｔ
の
発
掘
実
面
積
二
八
〇
２π
（
担
当
＝
山
後

。
石
月
）

◇
第

四

Ｔ

第
四
Ｔ
は
、
本
三
十
稲
場
遺
跡
か
ら
、
南
方
の
南
三
十
稲
場
へ
と
、
長
く
延
び
て
き
た
コ
の
字
状
の
集
落
形
成
が
東
２
南
方
向
に
大
き
く
カ
ー
ブ
を
描
く
要
点
に
当
り
、
注

目
さ
れ
る
地
点
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
浜
道
の
北
側
、
遠
藤

一
五
〇
五
２

一
五
〇
六
ぞ

一
五
〇
七
番
に
ひ
ろ
が
る
地
点
に
、
第
二
Ｔ
と
向
か
い
合
わ
せ
、
そ
の
連
続
地
点
と
し

て
、
や
や
方
形
状
に
二
五
区
画
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
の
六
本
の
発
掘
溝
を
密
集
設
置
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
短
溝
Ｆ
Ｔ
は
、
Ｅ
Ｔ
か
ら
二
％
東
側
に
離
れ
て
こ
れ
を
設

け
た
が
、
こ
れ
は
全
般
の
作
業
進
行
に
応
じ
て
順
次
拡
大
し
、
第
六
Ｔ
と
し
て
、
や
が
て
第
五
Ｔ
と
並
行
さ
せ
、
こ
の
あ
た
り
に
幅
広
い
接
続
Ｔ
を
計
る
考
え
で
設
置
し
た
も

の
で
あ

っ
た
が
、
時
間
切
れ
の
た
め
発
展
せ
ず
に
終

っ
た
Ｔ
で
あ

っ
た
。
第
四
Ｔ
の
発
掘
実
面
積
四
〇
六
２π
（担
当
＝
松
井

。
星
野

。
大
橋
）

◇
第

五

Ｔ

第
五
Ｔ
は
、
浜
道
に
北
接
す
る
松
、
雑
木
等
の
茂
る
三
角
形
を
な
す
平
林
地
北
側
の
煙
草

・
大
豆
等
の
栽
培
さ
れ
た
遠
藤

一
五
〇
八
２

一
五
〇
九
番
地
の
畑
地
が
、
第
二
Ｔ

お
よ
び
第
二
Ｔ
と
の
一
連
の
連
続
包
含
地
帯
に
あ
る
も
の
と
推
定
し
、
正
東
―
西
に
長
く
、
西
側
は
道
路
に
よ
る
若
干
の
変
形
を
示
し
た
が
、
幅

一
六
％
、
長
さ
四
八
％
の
Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
四
本
の
接
着
し
た
大
形
発
掘
溝
を
切
つ
て
、
こ
れ
を
四
〇
区
画
し
た
。
第
五
Ｔ
の
発
掘
実
面
積
四
四
五
２π
（担
当
＝
金
子

ｏ
中
島

・
駒
形

。
原
）

以
上
五
地
点
の
露
呈
計
画
面
積
は
二

一
〇
七
２π
で
あ

っ
た
が
、
六
日
間
の
発
堀
実
面
積
は
そ
の
八
四
％
の
一
七
七

一
２π
で
終

っ
た
。

○
地
層
序
と
包
含
遺
物

　

（附
図
―
四
参
照
）

◇
第

一　
Ｔ

第

一
Ｔ
の
地
層
堆
積
は
附
図
四
１
１
の
断
面
実
測
図
に
示
す
如
く
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
各
溝
と
も
き
わ
め
て
平
坦
な
堆
積
を
な
し
、
ま
た
自
然
礫
石
の
含
有
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ

っ
た
。
第

一
層
は
一
五
―
三
五
”
の
黒
味
が
か
っ
た
上
表
耕
土
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
、
そ
の
下
の
第
二
層
は
約
四
〇

“
前
後
の
真
黒
色
を
呈
す
る
有
機
物
腐
植
性
の
平
面
状
の
層

土
に
よ
っ
て
構
造
さ
れ
て
い
た
が
、
東
側
の
Ｂ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
。
２
区
を
中
心
に
厚
さ

一
〇

“
ほ
ど
の
う
す
い
黒
褐
色
土
層
が
円
形
を
な
し
、
ま
た
そ
の
断
面
が
レ
ン
ズ
状
を
呈
し
て

第

一
層
と
第
二
層
間
に
扶
在
し
て
い
た
。
最
下
層
を
な
す
第
二
層
は
、
黄
褐
色
の
平
坦
性
地
山
ロ
ー
ム
層
上
で
あ
り
、
こ
の
地
層
は
三
十
稲
場
台
地
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
、

第
四
紀
洪
積
世

・
矢
代
田
層
に
所
属
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
遺
物
お
よ
び
遺

構

は
、
第

一
層
下
部
か
ら
第
二
層
に
わ
た
っ
て
、
か
な
り
濃
厚
な
包
含
が
示
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
中
心
は
第
二
層
上
面
が
当
時
の
生
活
地
表
を
構
成
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
附
近
は
西
２
北

へ
若
千
の
傾
斜
性
が
み
ら
れ
、
そ
の
流
土
性
か
ら

包
含
層
は
浅
く
、
耕
作
に
よ
る
遺
物
の
破
壊
性
か
ら
、
浮
上
り
や
か
く
乱
が
強
く
み
ら
れ
る
の
で
あ

っ
た
。
次
に
主
な
る
出
土
遺
物
と
そ
の
深
度

（
”
）
を
示
す

（
ト
レ
ン
チ

内
遺
物
出
上
位
置
図
表
は
省
略
）

ご

七



△
Ａ
　
　
Ｔ

987654321

区 区 区 区 区 区 区 区 区

中
央
か
ら
石
鏃

（
一
％
”
）
　

他
土
器
片
多
数
出
土

土
器
片
が
三
地
点
に
密
集
摘
出

（
一
２７
）

土
器
片
お
よ
び
黒
燿
石
剥
片
散
乱

中
央
か
ら
石
お
も
り

（
一
％
）
　

土
器
片
少
量

中
央
、
板
状
石
器

（
一
ヽ
）
　

土
器
若
干
出
土

南
三
十
稲
場
式
土
器
片
多
量
に
検
出
さ
る
。

北
側
、
石
鏃

（
一
２２
）
　

土
器
片
小
量

土
器
片
多
量
出
土

土
器
片
少
量

Ａ
Ｔ
は
、
住
居
等
の
密
集
遺
物
包
含
地
点
の
外
郭
部
に
当
る
た
め
か
、
遺
物
は
散
在
し
、
石
器
類
は
稀
少
で
あ

っ
た
。
土
器
は
縄
文
後
期
の
南
三
十
稲
場
式
お
よ
び
三
仏
生

式
、
塔
が
峰
式
の
も
の
が
主
格
を
な
し
て
い
た
。

△
Ｂ
　
　
Ｔ

ｌ
２
２
区
　
第
１
区
お
よ
び
第
２
区
の
境
界
線
附
近
を
中
心
に
、
深
さ
三
〇
２
四
二
師
の
地
点
に
人
頭
大
の
礫
石
十
二
個
を
も

っ
て
石
組
さ
れ
た
、
第

一
炉
址

（附
図
三
２

Ａ
Ｔ
）
が
検
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
東
側
の
一
部
炉
石
は
崩
れ
を
み
せ
て
散
在
し
て
い
た
。
こ
の
附
近
は
直
径
三
％
に
わ
た
っ
て
木
炭
粒

・
灰

・
焼
上
の
混
合
が
み
ら
れ
、
そ
の

中
に
完
形
の
小
形
つ
ば
お
よ
び
注
口
土
器
が
四
点
を
は
じ
め
、
石
鏃

。
磨
製
石
斧

・
粘
板
岩
の
石
核

・
エ
ン
ド
ス
ク
レ
ー
パ
ー
や
、
多
量
の
縄
文
後
期
の
三
仏
生

。
塔
が
峰
式

の
上
器
片
が
出
上
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
周
近
に
は
床
面
や
柱
穴
性
の
ビ
ッ
ト
等
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

３
　
区
　
中
央
部
　
石
鏃
二
点

・
磨
製
石
斧

。
石
核

（
一
２３
）
と
若
干
の
土
器
片
が
出
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘ヽ

４
　
区
　
北
側
　
注
目
土
器

（
一
％
）
。
磨
製
石
斧
二
点

（
一
２０
）

（
一
％
）
・
石
お
も
り

（
一
％
）
土
器
少
量

５
　
区
　
東
側
　
石
鏃

（
一
３３
）
。
西
側
石
鏃

（
一
２２
）
土
器
若
干
量
摘
出

６
　
区
　
北
側
の
Ａ
Ｔ
に
接
し
て
、
深
さ
二
〇
”
の
浅
い
地
点
か
ら
図
版
四
２
上
の
如
き
直
径
五
〇
印
。
焼
け
た
石
礫
で
円
形
に
配
石
さ
れ
た
小
形
の
第
二
号
炉
址
が
発
見

さ
れ
、
附
近
に
は
若
干
の
焼
土
お
よ
び
灰
等
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
小
形
円
形
炉
を
中
心
に
小
形
の
完
形
つ
ば

（
一
２３
）。　
顔
面
性
の
凸
起
把
手

（
一
３０
）
三
点
の
石
鏃

（
一
％

ヽ

‘

八

ヽ



１
３０
）
・
（
石
お
も
り

（
一
２８
）
ｏ
磨
石

（
一
３０
）
ｏ
凹
石

（
一
％
）
等
と
南
三
十
稲
場
式
の
上
器
片
が
多
量
伴
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
住
居
の
床
面
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
。

ア
　
区
　
南
三
十
稲
場
式
土
器
片
少
量

８
　
区
　
中
央
か
ら
西
側
に
か
け
て
、
深
さ

一
２０
”
の
地
点
か
ら
、
南
三
十
稲
場
式
の
上
器
が
多
量
に
散
在
出
土

９
　
区
　
北
側
か
ら
石
鏃

（
一
１８
）
、
東
側
の
８
区
に
接
す
る
地
点
か
ら
土
器
片
が
若
千
量
検
出
を
み
た
。

△
Ｃ
　
　
Ｔ

Ｃ
Ｔ
は
、
北
接
す
る
Ｂ
Ｔ
の
土
器
包
含
の
流
れ
の
推
考
か
ら
、
附
近
に
炉
址
の
存
在
が
推
定
さ
れ
た
た
め
に
、
Ｂ
Ｔ
に
南
接
し
て
５

・
６

ｏ
７
・
８
の
４
区
を
増
置
追
掘
を

な
し
、
９
区
に
お
い
て
炉
址
の
発
見
を
み
た
た
め
に
、
さ
ら
に
炉
を
中
心
に
し
た
西
側
に
二
％
×
六
％
の
変
形
ト
レ
ン
チ
を
追
加
増
設
し
た
。
Ｃ
Ｔ
に
お
け
る
主
た
る
遺
構
お

よ
び
遺
物
は
次
の
如
し
。

５
　
区
　
時
間
切
れ
の
た
め
半
掘
で
終
る
。

６
　
区
　
東
側
　
石
鏃

（
一
２７
）
　

土
器
少
量

７
　
区
　
中
央
部
　
有
脚
石
皿

（
一
４１
）
・
凹
石
二
点

（
一
２０
）

（
一
３５
）
等
が
摘
出
さ
れ
た
。

８
　
区
　
南
側
　
復
元
可
能
の
深
鉢

（
一
４０
）
。
北
側
か
ら
南
三
十
稲
場
式
大
形
深
鉢
の
把
手

（
一
％
）
他
土
器
片
多
量
出
土

９
　
区
　
東
２
南
隅
か
ら
磨
製
石
斧
二
点

（
一
４０
）
。
石
お
も
り

（
一
４０
）
ｏ
微
量
の
土
器
を
検
出

追
求
し
て
い
た
炉
址
が
、
西
側
に
接
し
て
発
見
さ
れ
、
南
三
十
稲
場
第
二
号
炉
址
と
命
名
さ
れ
た
が
、
深
さ
四
〇
ｍ
。
耕
作
や
雨
水
潜
水
の
た
め
か
、
周
辺
の
土
じ
ょ
う
が

や
わ
ら
か
く
、
床
面
お
よ
び
柱
孔
等
は
不
明
で
あ

っ
た
ｃ
第
二
号
炉
は
、
長
径
九
〇
翻
・
短
軸
五
〇
印
。
中
央
に
直
径
三
二
”
・
幅

一
七
”
の
円
筒
性
の
Ａ
炉
が
縄
文
、
Ｂ
炉

が
よ
り
糸
文
を
施
し
た
大
形
深
鉢
の
上
部
を
胴
切
り
に
し
た
上
器
を
す
え
、
そ
の
め
ぐ
り
を
、
長
さ

一
〇
２
二
〇
”
の
八
箇
の
自
然
石
で
囲
い
、
円
形
炉
を
作
出
し
、
さ
ら
に

西
―
北
側
に
同

一
工
法
の
炉
を
附
着
し
た
二
重
構
造
の
ダ
ル
マ
形
を
な
す
石
囲
炉
で
、
ま
た
底
部
も
土
器
破
片
を
も

っ
て
平
ら
に
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
が
、
外
郭
炉
の
石
組

み
の
東
側
の
一
部
は
す
で
に
移
動
消
失
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
第
ｌ
Ｔ
の
Ｄ
溝
は
、
時
間
切
れ
の
た
め
の
未
掘
と
な

っ
た
。

◇
第

二

Ｔ

第
二
Ｔ
の
地
層
序
は
、
附
図
四
２
５

・
６
の
如
く
中
心
部
に
お
い
て
は
、
第

一
層
は
厚
さ

一
五
”
の
耕
土
、
第
二
層
は
厚
さ
二
〇

”
の
黒
褐
色
を
呈
す
る
土
層
で
、
第
二
層

も
約
二
〇

銘
前
後
の
黒
色
層
土
、
第
四
層
は
基
盤

ロ
ー
ム
で
平
面
堆
積
を
示
し
て
い
た
が
、
５
の
東
隅
断
面
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
南
側
は
浅
く
、
北
側
の
浜
街
道
に
接
す
る

九

ご



に
し
た
が

っ
て
深
く
な

っ
て
い
た
。
ま
た
遺
物
の
包
含
は
、
第
二
層
か
ら
第
二
層
に
わ
た

っ
て
い
た
が
、
中
心
を
な
す
も
の
は
第
三
層
の
黒
色
土
層
の
上
面
を
主
格
と
し
て
い

た
。
主
た
る
出
土
物
は
、

△
Ａ
　
　
Ｔ

１
　
区
　
東
―
北
隅
の
方

一
％
に
わ
た
り
、
自
然
石

一
二
箇
か
ら
成
立
す
る
第
四
号
炉
址
が
発
見
さ
れ
た
ｃ

た
が
、
周
辺
に
か
け
て
灰

・
焼
上
の
混
在
が
示
さ
れ
て
い
た
ｃ
こ
の
四
号
炉
を
中
心
に
、
石
鏃

（
一
３１
）
や
、

検
出
さ
れ
た
。

２
　
区
　
南
壁
近
く
か
ら
有
脚
の
小
形
石
皿

（
一
２４
）、
中
央
部
か
ら
石
鏃

（
一
３１
）
・
石
お
も
り

（
一
２‐
）

３
　
区
　
中
央
部
　
石
お
も
り

（
一
％
）、
北
壁
附
近
か
ら
土
偶
の
脚

部

（
一
３２
）
・
石
鏃
二
点

（
一
３４
）

土
器
片
が
出
土

４
　
区
　
南
側
　
石
お
も
り

（
一
％
）、
北
壁
、
土
偶
破
片

（
一
３０
）
他
土
器
片
多
し
。
ま
た
北
壁
に
直
径

浅
い
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
、
土
器
少
量
出
土

５
　
区
　
土
器
片
散
乱
稀
薄

深
さ
三
五
印
、
し
か
し
そ
の
配
石
は
す
で
に
崩
れ
を
み
せ
て
い

多
く
の
南
三
十
稲
場
式
お
よ
び
若
千
の
三
十
稲
場
式
土
器
片
が

と
、
か
な
り
の
三
十
稲
場
系
の
土
器
が
出
土

（
一
３４
）
。
石
お
も
り

（
一
２０
）
お
よ
び
多
量
の
南
三
十
稲
場
式

一
、
五

％
、
深

さ

一
七
”
の
ピ

ッ
ト
お
よ
び
直
径
○
、
八

％
の

△
Ｂ
　
　
Ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

１
　
区
　
北
側
　
石
お
も
り

（
一
％
）
、
南
三
十
稲
場
式
土
器
片
若
千
量
出
土

２
　
区
　
南
側
　
磨
石
二
点
、
北
側
、
注
目

（
一
６
）、
磨
製
石
斧

（
一
ヽ
）
、
土
器
片
少
量

３
　
区
　
東
２
北
隅
地
点
に
、
大
形
土
器
片
お
よ
び
自
然
礫
の
配
置
さ
れ
た
半
残
遺
構
の
第
五
号
炉
址
が
出
現
し
、
附
近
に
灰
、
焼
土
若
千
、
ま
た
炉
に
接
続
し
て
深
さ
三

八
”
の
小
ピ
ッ
ト
検
出
、
西
側
、
石
お
も
り
二
点

（
一
２８
）

（
一
ヽ
）、
磨
石

（
一
２３
）
、
他
に
土
器
や
や
多
量
検
出

４
　
区
　
中
央
　
石
お
も
り

（
一
２０
）、
土
器
片
微
量

５
　
区
　
遺
物
稀
薄

△
Ｃ
　
　
Ｔ
区
　
東
壁
、
石
棒
頭
部
二
点

（
一
４１
）
、
東
２
北
隅
に
て
、
孔
内
に
土
器
を
含
む
直
径

一
五
の
、
深

さ

一
七
２
三

一
”
の
ビ
ッ
ト
三
箇
検
出
、
注
目
土
器
は
じ
め
南
三

ヘ

ヽ

一
〇



ら

十
稲
場
式
土
器
片
多
量
出
土

２
　
区
　
北
壁
附
近
に
小
ピ

ッ
ト
ニ
箇
検
出
、
内
部
に
土
器
が
潜
在
す
、
そ
の
他
復
元
可
能
の
深
鉢
を
含
む
多
量
の
南
三
十
稲
場
式
２
三
十
稲
場
式
土
器
出
土

３
　
区
　
東
側
　
石
お
も
り

（
一
２９
）
、
土
器
若
千
量

４
　
区
　
北
２
西
部
に
五
箇
の
小
ピ

ッ
ト
あ
り
。
三
十
稲
場
式
‘
南
三
十
稲
場
式
土
器
が
多
量
に
出
土

５
　
区
　
区
内
に
点
々
と
、
円
形
あ
る
い
は
楕
円
形
の
大
小
、　
一
一
箇
の
ビ

ッ
ト
が
あ
り
。
深
度

一
一
―
二
七
“
。
い
ず
れ
も
孔
内
に
土
器
を
含
む
。
そ
の
う
ち
北
―
西
隅

の
ビ

ッ
ト
は
最
大
形
で
、
直
径
八
〇

御
、
深
さ
七

一
鍬
あ
り
、
孔
内
に
径

一
〇

”
の
焼
土
塊
や
土
器
が
潜
在
し
、
注
目
さ
れ
た
。

◇
第

二

Ｔ

三
Ｔ
附
近
は
西
‘
南
に
ゆ
る
く
傾
斜
し
、
発
掘
溝
の

一
〇

％
離
れ
た
南
か
ら
西
側
に
か
け
て
、
幅
七
〇

”
の
小
さ
な
畦
間
に
湧
水
性
の
小
川
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
ｃ
第

一
層

の
黒
色
耕
表
土
は
、
厚
さ
約

一
〇

“
前
後
の
き
わ
め
て
う
す
い
層
を
な
し
、
ま
た
、
第
二
層
は
黒
褐
色
を
呈
し
、
東
側
は

一
〇

鋼
の
薄
層
を
な
し
て
い
た
が
、
西
行
す
る
に
し

た
が

っ
て
次
第
に
厚
さ
を
増
し
、
二
〇

卸
前
後
の
堆
積
を
示
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
第
二
層
は
黒
色
の
有
機
物
を
含
む
軟
層
土
で
、
こ
の
層
は
第
二
層
と
反
比
例
し
て
、
東
側

は
二
五
”
の
厚
層
を
な
し
、
西
に
ゆ
く
に
し
た
が

っ
て

一
五
”
の
う
す
い
層
土
と
な
り
、
当
時
の
植
物
繁
茂
と
そ
の
流
土
関
係
が
示
さ
れ
る
も
の
の
如
く
み
ら
れ
、
ま
た
、
そ

の
下
層
は
西
傾
し
た

ロ
ー
ム
層
上
が
基
底
を
な
し
、
遺
物
は
主
と
し
て
第
二
層
下
底
か
ら
第
三
層
に
達
及
し
て
い
た
ｃ

△
Ａ
　
　
Ｔ

Ｉ
　
区
　
東
壁
ち
か
く
か
ら
、
局
部
性
の
も
の
で
あ
る
が
、
か
た
く
ふ
み
か
た
め
ら
れ
た
床
面
に
、
直
径
約
三

％
の
円
形
状
の
焼
土
、
灰
等
の
厚
層
が
出
現
し
、
第
六
号
平

炉
址
と
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
灰

・
焼
土
の
混
合
土
は
さ
ら
に
北
壁
に
そ

っ
て
西
側
に
延

び
、
注
目
、
石
棒

（
一
３０
）
、
す
り
石

（
一
３２
）
、
凹
石

（
一
“
）
、
芸
皿、
復
元
可
能
の

一
括
土
器
群

（深
鉢
）
は
じ
め
三
十
稲
場
２
南
三
十
稲
場
を
三
仏
生
式
の
多
量
の
上
器
片
が
出
土
ｃ
ま
た
、
二
２
三
の
柱
孔
と
み
ら
れ
る
ピ

ッ
ト
も
出
現
し
た
が
、
東
側
は
農

道
の
た
め
発
掘
を
中
止
し
た
。

２
　
区
　
北
側
半
部
に
み
ら
れ
た
若
干
灰
等
を
含
ん
だ
濃
黒
色
土
中
お
よ
び
南
隅
附
近
か
ら
多
く
の
土
器
片
が
出
土

３
　
区
　
北
側
　
土
器
片
少
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

４
　
区
　
中
央
部
に
小
ピ

ッ
ト
ニ
箇
あ
り
ｃ
ビ^
ッ
ト
を
中
心
に
石
鏃

。
凹
石

・
石
お
も
り
を
は
じ
め
、
三
十
稲
場
式
等
の
土
器
片
が
か
な
り
出
土

５
　
区
　
小
形
土
器
片
が
散
乱

６
　
区
　
土
器
片
少
量

グ



△
Ｂ
　
　
Ｔ

ｌ
　
区
　
東
北
隅
に
深
さ
二
五
鍬
２
四
〇

印
に
達
す
る
厚
い
遺
物
の
密
集
地
点
が
露
呈
し
、
多
く
の
南
三
十
稲
場
系
土
器
片
が
収
納
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
注
口
土
器
、

凹
石
類
が
含
ま
れ
て
い
た
。

２
　
区
　
北
２
西
隅
か
ら

一
括
し
た
土
器
群
、
凹
石

（
一
４０
）
等
が
出
土
。
ま
た
南
側
か
ら
石
鏃
二
点

（
一
“
）

（
一
３０
）
凹
石
等
が
出
現
し
た
。

３
　
区
　
北
側
半
部
に
は
、
若
干
量
の
土
器
包
含
を
み
た
が
、
南
半
は
遺
物
が
稀
薄

４
　
区
　
区
内
全
面
に
遺
物
が
み
ら
れ
た
が
、
散
乱
稀
薄
を
示
し
、
東
２
北
隅
に
て
石
お
も
り
が
出
土

（
一
２７
）

５
　
区
　
中
央
部
　
青
緑
色
蛇
紋
岩
製
の
小
形
磨
製
石
斧

（
一
２８
）
、
石
お
も
り

（
一
３７
）
が
検
出
さ
れ
た
が
、
土
器
片
は
少
量
で
あ

っ
た
。

６
　
区
　
土
器
片
が
散
乱
少
量

７
　
区
　
土
器
片
微
量

△
Ｃ
　
　
Ｔ

ｌ
　
区
　
三
十
稲
場
式
―
南
三
十
稲
場
式
２
三
仏
生
式
に
及
ぶ
土
器
片
が
多
量
出
土

２
　
区
　
北
壁
附
近
か
ら
木
炭
細
粒
、
灰
、
焼
土
帯
が
露
出
さ
れ
、
混
土
中
か
ら
石
お
も
り

ｏ
凹
石
お
よ
び
土
器
片
が
多
量
に
摘
出
さ
れ
た
。

３
　
区
　
北
壁
部
分
か
ら
炭

ｏ
灰

・
焼
土
等
が
検
出
さ
れ
、
北
側
の
浜
道
の
道
床
中
に
住
居
の
中
心
が
強
く
推
定
さ
れ
た
。
中
央
部
か
ら
石
鏃

・
石
お
も
り

●
叩
石
類
お
よ

び
土
器
片
が
多
量
に
収
納
を
み
た
。

４
　
区
　
南
側
か
ら
石
鏃

（
一
３０
）
と
土
器
片
多
く
出
土

５
　
区
　
中
央
部
　
凹
石

（
一
２８
）
、
土
器
片
若
千

６
　
区
　
遺
物
は
稀
薄
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．、

ア
　
区
　
土
器
少
量

◇
第

四

Ｔ

_1

区
　
土
器
片
は
微
少
の
出
土
で
、
遺
物
包
含
の
西
２
限
界
を
示
し
て
い
た
。

ヽ

一
二



第
四
Ｔ
の
地
層
積
は
、
南
２
北
に
は
附
図
四
２
３
に
み
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
表
土
は
平
坦
性
を
示
し
て
い
た
が
、
東
か
ら
西
方
に
か
け
て
は
、
同
図
２
８
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
き
わ
め
て
ゆ
る
く
西
及
傾
斜
を
な
し
て
い
た
。
第

一
耕
土
層
は
黒
色
を
お
び
、
二
〇
２
四
〇
”
の
厚
さ
を
示
し
、
第
二
層
は
約
二
〇
磁
の
厚
み
を
も
つ
黒
褐
色
土
層
で
、
多

く
の
包
含
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
正
黒
色
を
呈
す
る
第
三
層
は
、
部
分
的
な
断
続
性
を
示
し
、
同
図
２
３
の
如
く
点
々
と
そ
の
小
堆
積
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
第
二
層
中
に

展
開
さ
れ
た
生
活
作
業
や
、
住
居
址
構
築
に
関
し
て
の
扶
土
や
、
切
込
み
動
土
に
よ
る
も
の
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
下
層
は
基
盤
を
な
す

ロ
ー
ム
層
と

な

っ
て
い
た
。

△
Ａ
　
　
Ｔ

Ｉ
　
区
　
Ａ
Ｔ
は
概
し
て
包
含
層
が
浅
く
、
１
区
東
壁
に
接
す
る
附
近
に
、
三
十
稲
場
式
土
器
の
密
集
地
点
が
検
出
さ
れ
、
多
量
の
土
器
と
、
同
地
点
か
ら
凹
石

（
一
２１
）
、

石
お
も
り
二
点

（各

一
２２
）、
磨
製
石
斧

（
一
２０
）
、
扶
り
込
み
の
あ
る
大
形
扶
削
器

（
一
％
）
が
混
在
し
て
出
土
を
み
た
。

２
　
区
　
東
壁
附
近
　
石
鏃
二
点

（
一
“
）

（
一
２０
）
尖
頭
器

（
一
２３
）
、
中
央
お
よ
び
西
側
、
砥
石

（
一
２０
）、
磨
石

（
一
２０
）
、
異
形
土
製
品

（
一
２１
）
、
石
お
も
り
二
点

（
一
２２
）

（
一
３０
）
、
他
に
土
器
破
片
多
量
が
伴
出

３
　
区
　
東
側
か
ら
磨
製
石
斧
二
点

（
一
１３
）

（
１５
）
、
石
鏃

（
一
１５
）
、
土
器
片
少
量

△
Ｂ
　
　
Ｔ

3  2  1

区 区 区

△
Ｃ
　
　
Ｔ

4321

区 区 区 区

,

東
壁
か
ら
石
お
も
り

（
一
４７
）、
東
南
隅
、
石
錘
三
点

（
一
％
）

（
一
ν
）

（
一
３０
）、
土
器
片
は
東
南
半
部
に
密
集
し
て
多
く
出
上
し
た
。

散
乱
土
器
片
多
し
。

土
器
片
が
稀
薄
に
出
土

三
十
稲
場
式
土
器
片
若
干
量

西
側
か
ら
磨
製
石
斧

（
一
“
）
・
石
お
も
り
二
点

（
一
２３
）

（
一
４０
）
と
土
器
片
多
く
出
土

散
乱
土
器
片
少
量

土
器
片
稀
薄
に
出
土

一
三

ご



一
四

△
Ｄ
　
　
Ｔ

Ｉ
　
区
　
土
器
片
が
若
千
量
出
土

２
　
区
　
一二
十
稲
場
式
土
器
が
多
量
に
出
土

３
　
区
　
や
や
東
側
よ
り
の
中
央
部
か
ら
、
長
さ
二

・
五

％
、
幅

一
・
七

％
に
わ
た
り
、
木
炭
細
片
、
灰
、
焼
土
の
混
在
地
帯
が
出
現
し
、
第
九
号
平
炉
址
と

確

認

さ

れ

た
。
こ
の
炉
の
周
辺
混
上
の
中
か
ら
多
量
の
三
十
稲
場
式
上
器
を
主
格
と
し
た
、
石
鏃
三
点

（各

一
２８
）
、
磨
石

（
一
２５
）
と
、
土
製
腕
輸
の
小

破

片
が
伴
出
さ
れ
て
注
目
さ

れ
る
も
の
が
あ

っ
た
。
ま
た
北
側
か
ら
石
お
も
り
を
摘
出
し
た
。

４
　
区
　
土
器
片
が
若
干
量

５
　
区
　
土
器
片
少
量

△
Ｅ
　
　
Ｔ

ｌ
　
区
　
中
央
部
に
径
二
π
、
楕
円
状
に
ひ
ろ
が
る
灰
、
焼
石
、
焼
土
地
点
が
露
呈
さ
れ
、
第
七
号
炉
址
と
確
認
。
同
地
点
か
ら
三
十
稲
場
式
土
器
の
多
量
密
集
出
土
が
あ

り
、
混
土
層
か
ら
石
鏃

（
一
％
）
、
石
お
も
り

（
一
２０
）

（
一
％
）

（
一
３２
）
と
、
亀
甲
形
の
上
錘

（
一
２３
）
お
よ
び
注
目
さ
れ

る
完
形
小
形
の
石
棒
形
土
製
品

（図
版

一
一

―
上
）
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
西
側
の
一
部
を
除
い
た
全
区
内
の
第
三
層
黒
色
土
層
中
に
厚
さ
三
２
五
”
の
粒
度
の
細
か
い
赤
土
を
、
う
す
く
貼
り
つ
め
た
床
面
と
み
ら
れ
る

作
為
性
の
層
土
が
露
出
さ
れ
た
ｃ
柱
孔
不
詳

２
　
区
　
本
区
に
お
い
て
も
、
中
央
部
か
ら
北
壁
辺
に
ひ
ろ
く
延
び
た
二
％
強
の
焼
土
、
焼
石
、
灰
等
の
密
集
し
た
第
八
号
炉
址
が
出
現
し
、
周
辺
に
は
お
び
た
だ
し
い
深

鉢

・
浅
鉢

。
つ
ぼ
等
の
三
十
稲
場
式
上
器
破
片
が
累
積
包
含
さ
れ
て
い
た
。
厚
さ
三
〇
“
に
及
ぶ
そ
れ
ら
の
混
在
土
層
中
の
、
東
側
か
ら
中
央
部
に
か
け
て
、
三
十
稲
場
特
有

の
上
器
の
ふ
た
、
四
点

（
一
２５
）

（
一
万
）

（
一
２６
）

（
一
ヽ
）

（図
版

一
二
２
上
）

（同
九
２
下
）
が
、
土
器
２
石
器
片
中
に
点
在
し
て
摘
出
さ
れ
た
。
ま
た
南
隣
第
１
区

か
ら
延
び
て
き
た
貼
床
状
の
う
す
い
赤
土
の
層
は
、
本
区
中
央
部
に
も
大
き
く
ひ
ろ
が
り
を
示
し
、
東
２
北
２
西
の
隣
接
区
の
三
方
向
に
の
び
て
い
た
。

３
　
区
　
こ
の
地
区
も
南
側
か
ら
東
壁
に
む
け
斜
に
、
お
び
た
だ
し
い
遺
物
が
累
積
主
在
し
て
い
た
。
東
壁
附
近
か
ら
中
央

に

か
け

て
、
石
鏃
五
点

（
一
２３
）

（
一
２９
）

（
一
３１
）

（
一
４１
）
（
一
“
）、
凹
石

（
一
３２
）、
異
形
石
器

（
一
７０
）
、
西
側
か
ら
石
お
も
り

（
一
２８
）、
北
側
か
ら
粗
剥
尖
頭
器

（
一
４９
）

が
摘
出
さ
れ
た
。　
ま
た
東
壁
側
中

央
部
に
直
径

一
。
一
％
、
深
さ
四
〇
の
の
貯
蔵
孔
と
み
ら
れ
る
大
形
ピ
ッ
ト
が
出
現
し
、
底
部
か
ら
石
お
も
り

（
一
７１
）
、
石
礫
及
び
若
干
の
土

器
片
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た

南
側
第
二
区
か
ら
延
び
て
き
た
う
す
い
赤
色
層
の
床
土
は
、
密
集
遺
物
の
残
流
址
方
向
と
ひ
と
し
く
、
カ
ー
プ
を
描
い
て
東
壁
方
向
に
斜
め
に
走

っ
て
い
た
。

４
　
区
　
４
区
も
多
量
の
三
十
稲
場
土
器
が
点
々
と
小
密
集
し
て
検
出
さ
れ
、
そ
の
他
東
北
隅
か
ら
ス
ク
レ
ー
パ
ー
（
一
石
）
、
中
央
か
ら
南
壁
に
わ
た

っ
て
石
鏃

（
一
２３
）
、

ヽ



磨
石

（
一
３１
）、
凹
石

（
一
％
）
、
打
製
石
斧

（
一
３８
）
、
小
形
磨
石
斧
の
半
欠

（
一
２４
）、
小
形
土
偶
の
手

（
一
３５
）
等
が
伴
出
し
た
。

５
　
区
　
西
寄
り
の
中
央
辺
か
ら
、
す
で
に
配
石
が
過
去
に
周
辺
に
散
在
し
て
い
た
炉
址
、
第

一
〇
号
が
摘
出
さ
れ
、
径

一
％
強
の
ロ
ー
ム
上
の
焼
土
や
、
灰
、
焼
石
等
に

ま
じ

っ
て
い
た
多
量
の
三
十
稲
場
土
器
片
を
収
納
、
ま
た
東
壁
下
か
ら
打
製
石
斧

（
一
２２
）
が
出
土
し
た
。

６
　
区
　
土
器
片
多
し
。

△

Ｆ

T
か
な
り
多
く
の
土
器
片
が
出
土

土
器

・
石
器
が
散
乱
稀
薄

◇
第

五

Ｔ

第
五
Ｔ
の
層
土
累
積
は
、
東
２
西
及
び
南
北
と
も
に
、
附
図
四
２
９
に
示
す
よ
う
に
、
概
し
て
単
純
平
面
性
を
呈
し
、
第

一
層
を
な
す
黒
色
耕
土
は
二
〇
―
三
〇
銘
前
後
の

堆
積
で
あ

っ
た
が
、
Ｂ
Ｔ
５
２
６
区
の
局
地
点
に
お
い
て
は
深
さ
四
五
印
に
達
す
る
部
分
も
み
ら
れ
た
。
第
二
層
は
厚
さ

一
〇
２
二
二
”
の
黒
褐
色
土
層
で
、
遺
物
お
よ
び
遺

構
の
包
含
中
心
層
を
な
し
、
そ
の
下
の
第
二
層
は
、
他
Ｔ
で
み
ら
れ
た
黒
色
層
土
の
堆
積
は
み
ら
れ
ず
、
地
山
を
な
す

ロ
ー
ム
層
に
よ
っ
て
構
造
さ
れ
て
い
た
。

本
発
掘
Ｔ
に
お
い
て
、
も

つ
と
も
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
、
広
域
面
積
の
露
呈
と
い
う
そ
の
計
画
条
件
が
も
た
ら
し
た
全
区
域
の
地
山
ロ
ー
ム
面
に
、
大
小
浅
深
の
お
び
た
だ

し
い
孔
塘

（ピ
ッ
ト
）
が
、
附
図
五
の
如
く
検
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
数
は
Ｂ
Ｔ
で
図
示
し
た

一
九
〇
箇
を
は
じ
め
、
そ
の
他
図
示
し
な
い
同
Ｔ
２
２
３
区
の
分
、

一
三
箇
を
加
算
し
、
Ｃ
Ｔ
で
は
二
〇
四
箇
、
Ｄ
Ｔ
で
は
七
七
箇
を
数
え
、
合
計
四
七

一
箇
に
達
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
ピ
ッ
ト
構
造
の
ほ
と
ん
ど
が
、
垂
直
性
穿
孔
が
主

要
素
を
示
し
、
袋
状
ピ
ッ
ト
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
孔
中
に
は
大
形
土
器
片
は
じ
め
、
石
斧

・
石
お
も
り

ｏ
凹
石
等
の
石
器
類
を
包
含
し
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
孔
底

に
自
色
の
細
粒
粘
土
を
貼
り
つ
め
た
も
の
も
み
ら
れ
た
。
そ
の
大
き
さ
も
直
径

一
〇
鍬
か
ら

一
％
四
〇
切
に
達
し
、
円
形
、
精
円
等
の
形
体
の
他
、
浅
く
細
長
い
溝

孔

も
あ

り
、
底
部
構
造
は
、
孔
底
が
平
面
を
な
す
も
の
と
、
放
物
線
的
彎
曲
を
描
く
も
の
と
が
あ
り
、
深
度
も

一
％
を
こ
す
も
の
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
は
樹
根
腐
植

見
解
を
軽
く
退
け
る
も
の
で
、
そ
の
性
格
が
柱
穴
、
貯
蔵
孔
、
周
溝
等
の
他
に
、
大
形
残
孔
に
は
墓
渡
性
遺
構
と
し
て
の
考
慮
も
あ
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
柱
穴
的

残
孔
の
配
列
に
、
乱
雑
不
規
則
さ
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
住
居
例
の
そ
の
再
建
性
や
、
重
複
増
補
強
の
行
為
等
が
、
残
孔
位
置
の
複
雑
性
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
推
考
さ
れ

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
当
時
の
住
居
が
、
上
部
黒
色
系
土
中
に
築
営
さ
れ
た
場
合
に
は
、
浅
い
柱
根
は
ロ
ー
ム
面

へ
未
到
達
で
終
り
、
そ
の
痕
跡
が
必
然
的
に
上
部
黒
色
土
中

で
消
滅
し
去

っ
て
、
下
層
の
ロ
ー
ム
面
が
無
痕
跡
と
な
る
場
合
の
可
能
性
も
あ
り
、
住
居
の
床
面
が
、
黒
色
土
中
で
い
か
に
把
握
困
難
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
配
考

一
五

2  1

区 区
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一
六

の
余
地
を
残
す
も
の
で
あ

っ
た
。

次
に
五
Ｔ
各
区
検
出
の
主
要
遺
構
と
遺
物
を
記
す
。

△
Ａ
　
　
Ｔ

Ａ
Ｔ
は
、
時
間
切
れ
の
た
め
未
発
掘
で
終

っ
た
。

△
Ｂ
　
　
Ｔ

２
　
区
　
東
壁
か
ら
３
区
に
わ
た

っ
て
、
近
年
耕
運
機
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
た
縞
状
破
壊
痕
跡
の
第

一
一
号
炉
址
が
発
見
さ
れ
た
。
流
動
散
在
し
た
炉
の
石
礫
と
、
灰

・
細
粒

炭

・
焼
土
の
混
合
上
の
中
か
ら
、
石
棒
破
片

（
一
２２
）、
打
製
石
斧

（
一
％
）、
石
お
も
り

（
一
‐９
）
と
、
南
三
十
稲
場
式
土
器
片
が
多
量
に
出
土
、
ま
た
ロ
ー
ム
面
に
小
形
ピ

ッ
ト
が
四
箇
検
出
さ
れ
た
。

３
　
区
　
散
乱
土
器
片
多
量
、
中
小
ピ
ッ
ト
九
箇
出
土

４
　
区
　
深
度
四
五
銘
前
後
に
遺
物
の
主
包
含
が
あ
り
、
つ
づ
み
形
土
製
耳
飾
は
じ
め
、
注
目
二
点
、
浅
鉢
破
片
、
凹
石

（
一
２４
）
、
石
お
も
り

（
一
３２
）
、
磨
石
、
石
皿
破

片
と
、
散
乱
し
た
南
三
十
稲
場
系
土
器
が
多
量
に
収
納
さ
れ
た
。
こ
の
附
近
に
は
多
く
の
持
込
み
小
礫
が
点
在
し
注
目
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、

ロ
ー
ム
面
に
十
箇
所
の
ピ

ッ
ト

が
発
見
さ
れ
、
Ｉ
Ｐ
は
長
径

一
・
四
％
の
大
形
、
孔
中
か
ら
磨
石
斧
、
土
器
底
部
等
が
検
出
さ
れ
、
深
さ
四
〇
の
の
３
Ｐ
の
東
隅
か
ら
多
く
の
上
器
片
が
出
土

５
　
区
　
南
壁
近
く
か
ら
、
底
部
を
上
に
し
て
南
三
十
稲
場
期
の
小
形
無
文
わ
ん
形
土
器
の
完
形
物
が
出
土
し
た
の
を
は
じ
め
、
石
鏃

（
一
３２
）、　
凹
石

（
一
３３
）
等
や
、

多
く
の
土
器
片
が
収
納
さ
れ
た
。
ピ
ッ
ト
七
箇
検
出
、
１ｌ
Ｐ
は
深
さ
三
〇
印
で
、
多
く
の
土
器
片
が
含
ま
れ
て
い
た
。

６
　
区
　
土
器
片
散
乱
、
小
形
ピ
ッ
ト

一
四
箇
摘
出

７
　
区
　
石
鏃

（
一
３４
）
及
び
土
器
片
若
千
、
ピ
ッ
ト
二
三
箇
、
全
面
に
検
出
、
３３
Ｐ
及
び
、
３４
等
は
多
く
の
上
器
片
を
出
し
た
。

８
　
区
　
南
壁
近
く
に
土
器
片
や
小
礫
の
密
集
点
が
あ
り
、
同
地
点
か
ら
底
部
を
上
に
し
て
、
南
三
十
稲
場
式
の
小
形
広
日
の
甕
形
土
器
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
他
二
点
の
打

製
石
斧

（
一
１９
）

（
一
３１
）
、
石
お
も
り

（
一
“
）
及
び
土
器
片
多
量
出
上
、
ピ
ッ
ト
は
二
三
箇
検
出
、
ｙ
Ｐ
よ
リ
ド
リ
ル
及
び
土
器
片
が
出
土
、
ま
た
８２
Ｐ
は
深
さ
四
三
“

で
、
多
く
の
土
器
砕
片
を
出
し
た
。

９
　
区
　
蛇
紋
岩
製
の
磨
製
石
斧
と
、
散
乱
し
た
土
器
片
が
検
出
さ
れ
た
。

１０
　
区
　
土
器
片
は
稀
薄
、
石
お
も
り

（
一
３０
）

一
点
出
土
、
ビ
ッ
ト
二
六
箇
、
１０５

ｏ
ｌｌ８
・
１１９
ｏ
ｌ２ｌ
Ｐ
は
小
形
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
土
器
片
を
含
ん
で
い
た
。

,

ヽ



＝
　
区
　
全
区
内
に
小
土
器
片
散
見
、
石
お
も
り

（
一
１‐
）

一
点
出
土
、
全
面
的
に
四
三
箇
の
大
小
ピ
ッ
ト
が
散
在
し
、
南
２
東
壁
附
近
に
周
溝
状
の
、
浅
く
細
長
い
１６７

・

１６８

・
３５７
Ｐ
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
１２
区
の
ｍ
Ｐ
等
と

一
連
を
な
す
周
溝
性
の
も
の
と
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
形
状
は
六
％
を
こ
え
る
大
形
の
、
方
形
的
な

一
面
を
保
有
す
る
も

の
の
如
く
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
が
あ

っ
た
。

１２
　
区
　
土
器
片
の
出
土
も
多
か
っ
た
が
、
散
乱
性
を
な
し
、
石
器
は

一
点
の
石
お
も
り

（
一
３０
）
と
、
中
央
部
の
１７１
の
大
形
周
溝
状
痕
跡
溝
の
中
か
ら
つ
づ
み
形
の
上
製

耳
飾
り

ｏ
磨
石

・
石
お
も
り
等
が
検
出
を
み
た
。
大
小
の
ピ
ッ
ト
二

一
箇
が
露
呈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

△
Ｃ
　
　
Ｔ

５
　
区
　
土
器
の
浮
上
り
が
目
立
ち
、
ま
た
当
時
の
持
込
石
礫
が
お
び
た
だ
し
か
っ
た
。
北
側
の
遺
物
密
集
地
点
か
ら
半
完
形
深
鉢
土
器

（
一
４３
）
と
ス
ク
レ
ー
パ
ー

（
一

３５
）
が
出
土
、
中
央
部
か
ら
石
皿

（
一
３５
）
、
石
お
も
り

（
一
２０
）

（
一
４３
）
二
点
と
多
く
の
上
器
が
収
納
さ
れ
た
。
ピ
ッ
ト

一
七
箇
。

６
　
区
　
西
２
北
隅
の
浅
い
地
点
か
ら
有
孔
石
器

（
一
１７
）、
打
製
石
斧

（
一
２０
）
が
発
見
さ
れ
、
そ

の
他
南
三
十
稲
場
式
‘
三
仏
生
式
の
土
器
片
多
量
出
土
、
ピ
ッ
ト
九

箇
、
本
区
に
お
い
て
も
当
時
の
持
込
石
礫
が
多
数
散
見
さ
れ
、
ま
た
南
壁
近
く
の
処
々
に
赤
土
の
薄
い
貼
床
と
み
ら
れ
る
も
の
が
検
出
さ
れ
た
。

７
　
区
　
南
？
東
隅
に
直
径

一
〇
―
二
〇
翻
前
後
の
自
然
礫
九
箇
と
、
石
皿
破
片
三
点
で
組
立
構
造
さ
れ
た
直
径
七
〇
印
、
円
形
石
囲
い
の
第

一
三
号
炉
址

（図
版

（
五
２

下
）
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
炉
址
の
北
側
及
び
南
２
西
部
の
床
土
上
に
、
幅

一
％
、
長
さ
五
％
に
わ
た
っ
て
木
炭
細
粒
、
灰
等
の
混
土
帯
が
検
出
さ
れ
、
多
く
の
南
三
十
稲
場

２
三
仏
生
式
が
密
集
収
納
を
み
た
。
そ
の
中
に
は
半
完
形
土
器
や
、
石
お
も
り
等
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
他
西
南
隅
で
注
目

（
一
１９
）
が
出
上
、
北
側
に
ピ
ッ
ト
四
箇

８
　
区
　
土
器
片
が
多
量
乱
雑
に
散
在
、
ピ
ッ
ト
二
二
個
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

９
　
区
　
本
区
も
多
く
の
土
器
片
が
散
在
、
ピ
ッ
ト
は
北
側
に
二
二
個
検
出
、
石
お
も
り
は
じ
め
土
器
砕
片
も
含
む
も
の
多
し
。

１０
　
区
　
多
く
の
土
器
片
が
散
布
、
小
形
ピ
ッ
ト
が
全
面
に
出
土
、
そ
の
数
三
五
個
。

「
　
区
　
小
形
破
砕
土
器
片
散
在
、
大
小
ピ
ッ
ト
二
五
、
中
央
で
検
出
さ
れ
た

「
の
字
状
の
３６７
Ｐ
は
、
幅
二
〇
“
、
全
長

一
％
五
〇
印
、
深
さ
三
二
ω
で
、
注
目
さ
れ
る
形

痕
を
な
し
て
い
た
。
ま
た
東
壁
近
く
の
如
Ｐ
は
そ
の
深
さ

一
・
二
％
で
底
部
に
自
粘
上
の
貼
布
が
み
ら
れ
た
。

１２
　
区
　
東
隅
か
ら
磨
石
及
び
注
目

（
一
１９
）

一
点
、
南
側
か
ら
磨
製
石
斧
と
微
小
骨
片
二
点
、
中
央
部
か
ら
石
鏃
、
北
側
か
ら
石
鏃

・
石
お
も
り

（
一
３４
）

●
磨
石
と
小

骨
片
が
出
土
、
ま
た
３８８
Ｐ
か
ら
打
製
石
斧
が
検
出
さ
れ
た
。
ピ
ッ
ト
数

一
三
箇
。

△
Ｄ
　
　
Ｔ

一
七

`



一
八

６
　
区
　
北
側
に
三
箇
所
の
混

ロ
ー
ム
小
地
点
が
あ
り
、
土
器
を
多
く
出
上
、
ピ

ッ
ト
六
箇
、
各
Ｐ
と
も
土
器
片
が
含
ま
れ
、
３９４
Ｐ
は
焼
上
、
炭
化
物
を
多
く
検
出
、
ま
た

３９６
Ｐ
は
、
深
さ
五
五
鋼
の
底
部
が
自
粘
上
で
貼
ら
れ
て
い
た
。

７
　
区
　
北
側
半
分
は
第
二
層
を
な
す
厚
さ

一
五
”
の
黒
色
土
層
が
あ
り
、
８
区
に
連
在
、
こ
の
黒
色
土
か
ら
石
鏃

・
凹
石

・
石
お
も
り

ｏ
フ
レ
ー
ク
と
多
く
の
土
器
片
が

収
納
さ
れ
た
。
ま
た
中
央
部
の
二

一
”
の
深
さ
か
ら
、
配
石
に
崩
れ
を
み
せ
た
八
箇
の
焼
石
が
検
出
さ
れ
、
第

一
二
号
炉
址
と
確
認
さ
れ
た
。
周
辺
の
灰

・
焼
土
の
中
か
ら
南

三
十
稲
場
式
―
三
仏
生
式
の
多
く
の
上
器
片
が
出
土
、
本
区
検
出
の
ビ

ッ
ト
は
九
箇
、
独
Ｐ
は
深
度
六
五
印
で
、
炭
化
物
に
よ

っ
て
充
満
し
て
い
た
。

８
　
区
　
北
２
西
側
で
二
×
二

％
の
包
含
黒
色
土
層
が
、
第
七
区
に
つ
な
が

っ
て
発
見
さ
れ
、
か
な
り
の
上
器
片
が
出
土
。
東
側
の
浅
い

一
六

”
の
地
点
で
は
、
完
形
に
ち

か
い
深
鉢
土
器
が
検
出
さ
れ
、
め
ぐ
り
に
多
く
の
小
礫
石
が
あ
り
、
周
近
よ
り
凹
石
二
点
、
フ
レ
ー
ク
等
が
収
納
さ
れ
た
。
ピ

ッ
ト
四
箇
の
う
ち
、
４１０
Ｐ
か
ら
土
錘
が
発
見
さ

れ
、
そ
の
底
部
は
自
色
細
質
粘
土
に
よ

っ
て
か
た
め
ら
れ
て
い
た
。

９
　
区
　
南
側
で
は
ロ
ー
ム
層
が
高
く
な
り
、
北
側
か
ら
多
く
の
土
器
が
点
々
と
密
集
し
て
発
見
さ
れ
、
焼
石
三
箇

（
一
２
）
の
周
辺
か
ら
、
凹
石
、
フ
レ
ー
ク
、
磨
製
石

斧
、
招
石
等
が
検
出
を
み
、
中
央
部
で
は
土
錘
が
出
土
し
た
。
本
区
の
ピ

ッ
ト
は
九
箇
、
東
壁
の
４２ｌ
Ｐ
か
ら
は
磨
製
石
斧
及
び
凹
石
が
、
深
さ
九
四
”
の
炭
化
物
を
含
む
孔
土

か
ら
発
見
さ
れ
た
。

１０
　
区
　
土
器
は
全
面
的
に
稀
薄
散
布
し
、
南
側
か
ら
ス
ク
レ
ー
パ
ー

（
一
２２
）
、
招
石

（
一
４１
）
、
凹
石

（
一
２０
）
等
が
検
出
さ
れ
た
。
ピ

ッ
ト
は
大
小
三
二
箇
、
Ｐ
中
か

ら
三
点
の
石
お
も
り

（
一
２２
）

（
一
３０
）

（
一
４１
）
が
出
土

１１
　
区
　
土
器
小
石
礫
が
多
量
に
散
乱
し
、
中
央
部
の
深
さ
二
七
”
の
地
点
か
ら
直
径
八
〇

印
の
円
形
焼
土
地
帯
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
中
心
焼
土
は
鮮
か
な
正
朱
色
を
お
び

直
径
五
Ｏ

ｍ
を
示
し
て
い
た
。
附
近
か
ら
小
礫
が
多
く
発
見
さ
れ
た
が
、
炉
石
と
認
め
難
く
、
本
地
点
を
第

一
四
号
の
平
炉
址
と
確
認
し
た
ｃ
遺
物
は
西
壁
で
石
鏃
が
、
南
側

で
は
ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
石
お
も
り
、
凹
石
二
点

（
一
２２
）

（
一
４１
）
等
が
摘
出
さ
れ
た
。
ピ

ッ
ト
は

一
〇
箇
で
、
そ
の
中
４４９
Ｐ
か
ら
は
石
鏃

・
凹
石
が
、
ま
た
４５０
Ｐ
で
は
炭
化

上
の
中
か
ら
土
器
の
把
手
が
そ
れ
ぞ
れ
検
出
さ
れ
た
ｃ

ｌ２
　
区
　
本
区
も
当
時
の
持
込
み
と
み
ら
れ
る
小
礫
が
散
乱
し
、
南
２
東
隅
の

一
部
に
焼
石
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
南
側
か
ら
の
移
動
性
の
も
の
ら
し
く
詳
細
は
不
明
、
南

及
び
西
側
に
多
く
の
上
器
片
が
出
土
、
ピ

ッ
ト
は

一
八
箇
、
‐６５
Ｐ
か
ら
は
、
石
鏃
及
び
磨
石
が
、
ま
た
４６５
Ｐ
か
ら
は
、
炭
化
物
を
含
む
孔
土
か
ら
多
く
の
上
器
砕
片
が
そ
れ
ぞ

れ
検
出
さ
れ
た
。

回
遺
物
と
遺
構

遺
物
及
び
遺
構
に
つ
い
て
は
、
推
定
予
想
の
如
く
発
掘
地
点
が
浅
い
包
含
層
下
に
あ

っ
た
た
め
、
調
査
は
短
時
日
で
あ

っ
た
が
、
か
な
り
の
作
業
の
進
展
と
遺
物
の
収
納
を

ヽ



み
た
。
し
か
し
、
そ
の
広
面
積
か
ら
の
出
土
遺
物
は
き
わ
め
て
多
量
で
、
平
箱
で
一
五
〇
枚
以
上
の
も
の
と
な
り
、
整
理
も
未
だ
半
に
し
か
達
せ
ず
、
十
分
な
説
明
を
示
し
え

な
い
段
階
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
に
ふ
れ
る
だ
け
に
と
ど
め
、
後
日
、
正
式
報
告
書
第
二
冊
、
遺
物
編
出
版
に
当
り
、
詳
説
を
つ
く
し
た
い
。

○
遺

　

物

△
土
　
　
器

本
発
掘
で
所
見
さ
れ
た
出
土
土
器
は
、
数
千
年
に
わ
た
る
越
後
中
越
地
方
の
縄
文
文
化
中
の
後
期
に
所
属
す
る
も
の
で

□
第

一
期
　
三
十
稲
場
式

□
第
二
期
　
南
三
十
稲
場
式

□
第
三
期
　
三
仏
生
式

□
第
四
期
　
塔
が
峰
式

の
全
期
間
に
わ
た
る
典
形
的
な
編
年
組
成
が
示
さ
れ
て
い
た
こ

三
十
稲
場
式
土
器
は
、
縄
文
中
期
の
盛
行
期
の
キ
ャ
リ
バ
ー
状
の
深
鉢
土
器
等
に
み
ら
れ
る
器
物
全
面
に
施
さ
れ
た
、
隆
起
線
文
手
法
に
よ
る

一
元
多
配
の
渦
巻
き
や
、
ワ

ラ
ビ
状
等
の
ケ
ン
ラ
ン
た
る
土
器
模
様
が
次
第
に
嬰
退
し
、
そ
の
生
活
内
容
に
も
変
化
が
あ

っ
た
も
の
か
、　
一
変
し
た
大
小
の
魚
鱗
状
、
あ
る
い
は
花
弁
状
の
突

き

刺

し

文

や
、
口
頸
部
に
施
さ
れ
た
細
い
突
帯
文
上
に
点
列
刻
さ
れ
た
刻
目
文
や
、
指
頭
圧
痕
に
よ
る
連
点
文
や
、
網
縄
文
が
出
現
し
、
器
形
が
、
頸
部
が
く
び
れ
口
辺
の
内
曲
し
た
蓋

附
の
か
め
形
容
器
や
、
注
目
土
器
え
と
変
遷
し
て
い
っ
た
生
活
期
の
什
器
遺
物
で
、
本
発
掘
で
は
第
四
Ｔ
に
お
い
て
好
資
料
が
多
量
に
収
納
さ
れ
た
。

南
三
十
稲
場
式
土
器
は
、
第

一
Ｔ
の
南
側
で
戦
後
開
拓
に
よ

っ
て
収
納
さ
れ
た
過
去
資
料
に
よ

っ
て
筆
者
が
形
式
編
年
し
た
も
の
で
、
太
い
曲
斜
、
あ
る
い
は
直
行
沈
線
文

や
、
櫛
状
工
具
―■
よ
る
Ｘ
状
の
交
弧
文
等
を
主
模
様
と
し
、
そ
の
容
器
形
は
、
ゆ
る
い
波
状
口
縁
を
呈
し
、
口
縁
が
小
さ
く
内
折
し
、
口
辺
部
に
密
接
し
た

一
２
三
箇
を

一
組

と
し
た
小
装
飾
孔
を
特
徴
と
し
た
朝
顔
形
の
深
鉢
等
を
主
格
と
し
て
、
浅
鉢

。
わ
ん

ｏ
つ
ば

ｏ
注
目
等
の
組
成
が
み
ら
れ
、
小
形
土
器
は
薄
肉
で
、
袖
珍
性
を
帯
び
て
く
る
。

こ
の
形
類
土
器
は
、
本
発
掘
に
お
い
て
第
三
Ｔ
、
第
二
Ｔ
、
第
五
Ｔ
、
第

一
Ｔ
の
検
出
上
器
の
主
柱
を
な
し
、
最
も
多
量
に
摘
出
を
み
た
遺
物
で
あ

っ
た
。

三
仏
生
土
器
は
、
小
千
谷
市
三
仏
生
の
清
水
上
遺
跡
の
出
土
土
器
が
標
準
化
さ
れ
た
も
の
で
、
土
器
の
焼
成
は
良
好
堅
緻
と
な
り
、
黒
褐
色
を
お
び
、
滑
沢
に
磨
か
れ
た
薄

手
土
器
が
主
で
、
口
縁
に
は
ゆ
る
い
波
状
や
、
平
口
体
、
あ
る
い
は

「
豚
口
」
と
俗
称
さ
れ
る
Ｓ
字
構
成
の
小
突
起
装
飾
把
手
を
つ
け
た
精
製
深
鉢
土
器
や
、
つ
ぼ

。
注
目
・

浅
鉢
土
器
等
が
主
系
を
な
し
、
そ
の
施
模
様
は
、
平
行
沈
線
、
あ
る
い
は
曲
沈
線
を
中
心
と
し
た
磨
消
縄
文
が
発
達
し
た
時
代
の
上
器
で
、
南
三
十
稲
場
式
土
器
に
伴

っ
て
若

千
量
が
把
握
さ
れ
て
い
る
ｃ

一
九



塔
が
峰
式
土
器
は
、
見
附
市
池
の
島
の
塔
が
峰
遺
跡
の
上
器
を
模
式
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
器
形
は
深
く
切
り
込
ま
れ
た
波
状
口
縁
の
深
鉢
等
に
、
細
長
く
突
出
し
た
把
手

が
特
徴
を
な
し
、
浅
鉢

・
つ
ば

・
注
目
等
で
容
器
組
成
し
、
小
縄
文
を
印
捺
し
た
紐
線
文
を
回
頸
や
胴
部
に
施
し
た
り
、
弧
曲
沈
線
で
区
画
し
た
磨
消
縄
文
、
あ
る
い
は
ま
た

点
々
と
模
様
の
交
錯
点
上
に
、
小
突
起
、
突
り
ゅ
う
を
配
し
た
土
器
等
に
よ
っ
て
メ
ル
ク
・
マ
ー
ル
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
上
器
は
第

一
Ｔ
の
東
側
部
分
で
若
干
量
発
見

さ
れ
た
。

△
土

製

品

土
製
品
に
は
、
土
偶

。
石
棒
形
土
製
品

・
耳
飾
り

ｏ
土
お
も
り
等
が
か
な
り
検
出
さ
れ
て
い
る
。

□
土
　
偶
　
土
偶
の
頭
部
顔
面
は
つ
い
に
入
手
で
き
な
か
っ
た
が
、
細
か
い
突
き
刺
し
模
様
を
施
し
た
立
脚
性
土
偶
の
手
及
び
足
脚
部
が
数
点
出
土

□
土
製
腕
輪
　
完
形
、
あ
る
い
は
大
形
破
片
を
示
す
も
の
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
長
さ
約
四
御
、
直
径

一
六
物
の
小
破
片
が

一
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
赤
褐
色
、
焼
成
可

良
、
光
沢
を
も
つ
ｃ

□
石
棒
形
土
製
品
　
両
端
に
、
有
段
上
の
亀
頭
部
が
配
置
さ
れ
た
長
さ
四
五
御
、
胴
部
直
径

〓
二
物
の
き
わ
め
て
小
形
土
製
品
で
、
石
棒
は
普
遍
的
に
は
石
材
を
用
い
た
も

の
が

一
〇
〇
％
で
あ
る
の
に
、
本
類
は
黄
褐
色
を
呈
す
る
粘
土
焼
成
物
で
あ
る
ｃ
焼
成
は
か
な
り
堅
く
、
そ
の
作
法
も
細
技
を
つ
く
し
て
い
る
。
全
国
で
も
稀
例
資
料
と
な
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

□
土
製
耳
飾
り
　
直
径
二

一
御
、
厚
さ

一
八
物
の
無
孔
つ
づ
み
形
の
普
遍
性
遺
物
で
、
三
点
の
出
土
，

□
土
　
錘
　
長
径
五
三
御
、
短
径
三
六
御
、
厚
さ
二
八
御
、
そ
の
主
面
に
十
字
状
の
経
か
け
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
た
偏
平
亀
甲
状
の
土
錘
が
三
点
出
土
。

△
石
　
　
器

本
発
掘
で
は
、
浅
層
の
た
め
か
、
あ
る
い
は
本
質
的
に
欠
除
し
て
い
た
も
の
か
、
打
製
石
斧

・
石
皿
等
は
案
外
少
量
の
出
土
で
、
注
目
さ
れ
る
点
で
あ

っ
た
。

□
石
　
鏃
　
有
柄
、
無
柄
と
も
数
十
点
の
出
土
が
あ
り
、
そ
の
用
材
は
チ
ャ
ー
ト

・
桂
石

・
粘
板
岩

・
凝
灰
岩
を
主
と
し
て
い
た
ｃ

□
磨
製
石
斧
　
長
さ
三
八
御
、
幅

一
五
御
、
厚
さ
八
物
の
小
形
磨
石
斧
は
じ
め
、
大
形
の
蛤
刃
の
三
味
線
胴
形
の
も
の
等
が
若
干
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
石
材
は
緑
色
蛇
紋

岩
で
あ
る
。

□
磨
　
石
　
長
径
三
四
御
、
厚
さ
七
物
前
後
の
円
あ
る
い
は
楕
円
形
の
小
形
偏
平
の
桂
石
を
磨
い
た
、
無
孔
の
小
石
器
で
あ
る
が
、
そ
の
用
途
は
全
く
不
明
、
数
十
点
収
納

□
板
状
石
器
　
平
ら
な
泥
板
岩
小
片
の
全
周
縁
を
細
か
く
打
剥
加
ェ
し
、
附
刃
し
た
も
の
で
、
円
形
あ
る
い
は
楕
円
形
を
呈
し
た
ス
ク
レ
ー
パ
ー
的
石
器
で
あ
る
。

二
〇



若
干
数
出
土

□
石
　
皿
　
欠
片
が
多
く
、
完
形
物
は
数
点
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
図
版
八
―
下
に
み
ら
れ
る
半
欠
物
は
、
周
辺
よ
り
他
の
破
片
が
出
て
完
形
と
な

っ
た
が
、
厚

さ
七

ｏ
五

鍬
、
長
径
二
八
磁
、
短
形

一
八
”
の
四
点
有
脚
の
代
表
形
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
安
山
岩
製

□
石
　
錘
　
安
山
岩
の
偏
平
小
礫
の
両
端
を
打
欠
し
た
通
例
遺
物
で
、
数
十
個
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

□
凹
　
石
　
や
は
り
安
山
岩
の
小
転
石
を
主
材
料
と
し
、
片
面
、
あ
る
い
は
両
面
中
央
に
一
２
三
点
の
小
打
凹
痕
を
も
つ
普
遍
性
石
器
が
数
十
点
収
納
さ
れ
て
い
る
。

○
炉
址
と
住
居
址

三
十
稲
場
遺
跡
は
、
諸
述
し
た
よ
う
に
広
大
面
積
に
わ
た
る
縄
文
後
期
の
遺
跡
で
、
そ
の
地
勢
構
造
は
北
に
漸
及
下
隆
性
を
な
し
、
ま
た
東
側
に
小
谷
水
田
を
も
ち
、
西
側

も
ゆ
る
く
傾
斜
し
て
い
る
と
い
う
条
件
下
に
あ

っ
て
、
そ
の
東
―
西
断
面
は
、
ゆ
る
い
カ
マ
ボ

コ
状
の
立
地
を
な
し
て
い
る
た
め
に
、
全
面
的
に
開
墾
以
来
、
そ
の
長
年
の
表

上
の
移
流
が
、
こ
と
に
東
及
び
西
方
向
へ
の
流
失
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
当
時
の
生
活
残
構
の
包
含
地
層
が
浅
い
と
い
う
現
象
を
生
じ
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

検
出
さ
れ
た
炉
址
は
、
第

一
Ｔ
に
お
い
て
三
基
、
第
二
Ｔ
で
は
二
基
、
第
三
Ｔ
で
二
基
、
第
四
Ｔ
で
は
四
基
、
第
五
Ｔ
で
は
四
基
、
計

一
五
箇
地
点
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
の

炉
址
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
縄
文
中
期
に
は
主
と
し
て
、
長
径

一
％
２
二
筋
に
及
ぶ
長
大
の
方
形
性
の
配
石
炉
が
み
ら
れ
る
の
に
対

し

て
、

本
遺
跡
に
示
さ
れ
た
も
の

は
、
七
２
八
〇
”
の
小
形
体
を
示
し
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
円
形
状
の
小
礫
の
石
組
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
縄
文
中
期
か
ら
後
期
に
わ
た
る
炉
址
の

変
形
推
移
の
理
由
は
、
基
本
的
に
は
食
生
活
か
ら
の
必
然
性
や
、
採
暖
な
ど
の
実
用
性
要
求
と
、
家
族
人
員
の
構
成
等
に
も
遠
因
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第

一
Ｂ
Ｔ

９
区
の
第
二
号
ダ
ル
マ
形
炉
址
は
、
さ
き
の
岩
野
原
遺
跡
発
掘
で
出
現
し
た
石
礫
だ
け
の
グ
ル
マ
形
炉

（
三
仏
生
式
）
に
先
行
す
る
も
の
で
、
時
間
的
に
は
南
三
十
稲
場
式
文

化
期
の
所
産
に
属
し
、
こ
と
に
大
形
土
器
を
も

っ
て
中
心
が
形
成
さ
れ
て
い
た
形
体
は
、
貴
重
な
先
史
資
料
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
。

後
―
晩
の
住
居
址
の
多
く
が
、
時
間
的
に
ロ
ー
ム
層
上
の
上
に
堆
積
し
て
い
る
黒
色
腐
植
有
機
物
を
多
分
に
含
む
厚
層
性
と
い
う
、
歴
史
的
時
間
の
所
産
に
な
る
沖
積
系
層

上
の
中
に
、
築
造
さ
れ
て
い
る
関
係
か
ら
か
、
そ
の
鮮
明
な
露
出
把
握
が
困
難
の
中
に
あ
る
こ
と
が
、
全
国
的
に
も
通
例
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
こ
こ
南
三
十
稲
場
に

お
い
て
も
、
局
地
的
な
小
部
分
に
、
住
居
の
堅
い
床
上
の
発
見
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
全
影
を
つ
か
み
え
な
い
条
件
の
う
ち
に
あ

っ
た
。

し
か
し
、
発
掘
面
積
が

一
、
七
七

一
″
の
中
に
、
検
出
さ
れ
た

一
基
ず
つ
の
炉
址
を
、
通
例
の
住
居
概
念
に
よ
っ
て
、　
一
つ
の
家
屋
の
中
心
拠
点
と
す
る
と
き
は
、
附
図
三

に
示
し
た
如
く
、
最
低

一
五
地
点
に
竪
穴
住
居
が
営
ま
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
時
間
的
に
同

一
時
期
の
居
住
と
す
る
制
約
は
、
そ
の

一
基
、　
一
基
の
住
居
床
上
に
残
さ
れ
た
土
器
の
製
作
時
間
を
中
心
に
そ
の
古
代
差
格
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
附
図
五
に
測
量
さ
れ
た
四
七
〇
箇
に
及
ぶ
諸
形
体
の
ビ
ッ
ト
の
複
雑
な
所
在
に
対
し
て
配
考
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
時
の
建
立
住
居
の
腐
植
や
老
朽
性
に
も
と
づ
く
再

二

一



三
二

建
性
と
増
補
、
ま
た
そ
の
移
地
性
等
や
、
あ
る
い
は
共
同
体
を
な
す
そ
の
作
業
建
造
物
の
特
殊
形
体
址
の
存
在
が
か
ら
み
合

っ
た
複
雑
な
重
複
住
居
痕
跡
の
姿
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
推
考
さ
れ
、
そ
こ
に
は
前
住
居
の
取
り
崩
し
に
よ
る
床
上
の
均
地
破
壊
等
で
、
鮮
明
な
炉
址
の
露
呈
存
在
は
、
第
五
地
点
で
は
わ
ず
か
に
四
基
し
か
記
録
し
え
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
炉
址
地
帯
と
し
て
検
出
さ
れ
た
ロ
ー
ム
面
の
残
孔
中
、
柱
穴
性
ピ
ッ
ト
と
み
な
さ
れ
る
条
件
を
保
有
す
る
孔
跡
や
、
小
地
点
に
検
出
さ
れ
た

焼
土
等
を
中
心
に
、
附
図
五
の
住
居
推
定
の
六
％
の
重
累
円
形
線
の
九
区
画
も
、　
一
応
考
慮
の
中
に
あ
り
う
る
こ
と
を
こ
こ
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
も
し
こ
れ
ら
を
加
算
し
た

と
き
は
、
三
十
稲
場
遺
跡
の
一
半
を
な
す
南
三
十
稲
場
地
点
の
一
、
七
〇
〇
２π
の
中
に
展
開
さ
れ
た
住
居
戸
数
は
、
三
十
戸
ち
か
い
建
造
物
の
所
在
を
中
心
に
し
た
当
時
と
し

て
は
稀
例
大
形
集
落
の
存
在
推
定
が
強
く
組
上
げ
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は
今
次
発
掘
で
除
外
し
た
第

一
Ｔ
の
南
側
に
連
続
性
を
示
す
糠
山
裾
の
広
面

積
に
ひ
ろ
が
る
未
発
掘
包
含
地
点
と
、
さ
ら
に
本
三
十
稲
場
遺
跡
の
大
形
包
含
拠
点
を
含
ま
な
い
住
居
数
を
指
向
し
て
の
場
合
で
あ
る
。

ま
た
各
炉
址
周
近
と
、
各
Ｔ
出
上
の
縄
文
土
器
の
編
年
的
な
時
間
位
置
の
古
さ
の
割
出
し
か
ら
は
、
西
方
か
ら
第
四
Ｔ
に
お
い
て
は
、
縄
文
後
期
の
第

一
期
を
な
す
三
十
稲

場
式
土
器
が
は
る
か
過
半
を
数
え
、
明
ら
か
に
そ
の
居
住
の
主
体
期
を
示
し
、
そ
れ
に
第
二
期
を
構
成
す
る
南
三
十
稲
場
式
土
器
の
少
数
混
合
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
第
二
２
三

Ｔ
に
お
い
て
は
、
そ
の
主
軸
を
な
す
も
の
は
、
第
二
期
の
南
三
十
稲
場
式
上
器
で
あ
り
、
さ
ら
に
第
五
Ｔ
に
あ

っ
て
も
、
南
三
十
稲
場
式
土
器
が
主
脈
を
な
し
、
加
え
る
に
若

千
の
第
三
期
を
な
す
三
仏
生
式
の
土
器
の
包
含
伴
出
を
み
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
浜
道
を
こ
え
た
南
側
の
第

一
Ｔ
に
お
い
て
は
、
西
側

一
帯
に
は
南
三
十
稲
場
式
土
器
の
強
度

の
所
在
が
あ
り
、
そ
の
第
二
期
性
を
示
し
、
第

一
Ｔ
は
さ
ら
に
東
側
地
点
に
達
す
る
に
し
た
が

っ
て
、
第
二
期
の
三
仏
生
式
土
器
と
、
後
期
最
末
期
の
第
四
期
を
形
成
す
る
塔

が
峰
式
上
器
の
存
在
が
、
次
第
に
濃
度
を
増
し
て
い
た
。

以
上
、
各
ト
レ
ン
チ
の
上
器
包
含
順
序
の
把
握
か
ら
要
約
結
論
づ
け
う
る
こ
と
は
、
発
掘
地
点
の
集
落
形
成
の
時
間
的
存
在
が
、
西
側
の
第
四
ト
レ
ン
チ
が
縄
文
後
期
の
石

器
文
化
中
の
古
期
を
し
め
し
、
さ
ら
に
南
２
東
す
る
第
二
、
第
二
、
第
五
及
び
第

一
Ｔ
の
各
ト
レ
ン
チ
地
点
の
住
居
が
、
ほ
ぼ
同

一
時
期
を
な
し
て
、
そ
れ
に
続
き
、
信
濃
川

と
黒
川
の
合
流
点
の
三
角
台
地
上
の
糠
山
裾
で
、
漁
ろ
う
と
狩
獣
と
自
然
物
採
集
経
済
を
基
盤
と
し
た
二
十
数
戸
の
、
南
三
十
稲
場
集
落
の
最
高
度
の
ら
ん
熟
盛
時
の
安
定
生

活
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
北
２
西
側
か
ら
次
第
に
南
２
東
漸
し
て
き
た
村
落
形
成
は
、
最
も
東
側
に
所
在
す
る
第

一
号
炉
址
を
中
心
と
し
た
そ

の
附
近
の
住
居
が
塔
が
峰
式
生
活
期
を
示
す
最
終
段
階
の
も
の
と
な
り
、
こ
の
遺
跡
の
終
結
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
十
稲
場
遺
跡
の
今
次
第

一
回
調
査
は
、　
は
じ

め
そ
の
一
部
を
な
す
南
三
十
稲
場
地
点
に
お
け
る
発
掘
対
象
面
積
を
、
二
、　
一
〇
七
２π
を
計
画
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、

六
日
間
の
短
時
日
の
た
め
、
実
施
発
掘
面
積
は
、
そ
の
八
四
％
の

一
、
七
七

一
２π
で
終

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
は
越
後
に
お
け
る
最
大
規
模
の
も
の
と
な

っ
た
。
そ
し
て

発
掘
で
把
握
し
え
た
も
の
は
、
集
落
形
成
の
規
模
と
、
そ
の
漸
移
性
。
加
え
る
に
多
く
の
生
活
什
器
類
の
遺
物
収
納
を
み
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
と
に
、
お
び
た
だ
し
い
土
器

資
料
か
ら
は
、
歴
史
的
変
遷
に
よ
る
土
器
形
態
と
そ
の
組
成
変
化
と
、
ひ
い
て
は
越
後
に
お
け
る
縄
文
後
期
文
化
中
の
、
時
間
的
推
移
に
も
と
づ
く
土
器
編
年
基
準
の
組
上
げ

に
、
大
き
な
学
術
的
寄
与
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
逐
次
本
調
査
遺
物
を
整
備
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
資
料
に
加
え
る
に
、
広
大
な
三
十
稲
場
遺
跡
の
本
拠



′

点
を
な
す
北
方
の
、
本
三
十
稲
場
の
包
含
地
点
に
対
し
、
将
来
、
第
二
２
三
次
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
本
資
料
の
不
整
、
不
足
点
を
さ
ら
に
補
う
越
後
の
縄
文
文
化
の
学
術

的
研
究
の
よ
り
よ
き
成
果
を
納
め
た
い
と
希
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

終
り
に
、
本
調
査
に
最
善
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
新
潟
県
教
育
委
員
会
は
じ
め
、
暑
中
盛
夏
の
長
同
時
を
現
地
で
献
身
的
に
発
掘
を
推
進
さ
れ
た
研
究
団
体
、
各
学
校
の
研

究
ク
ラ
ブ
班
等
の
参
加
諸
氏
兄
に
つ
つ
し
ん
で
謝
意
を
表
す
と
と
も
に
、
主
催
者
の
長
岡
市
教
育
委
員
会
及
び
長
岡
科
学
博
物
館

。
長
岡
市
関
原
出
張
所

ｏ
関
原
町
農
業
協
同

組
合
等
の
関
係
諸
氏
に
感
謝
の
意
を
つ
く
し
た
い
。

な
お
、
今
次
の
三
十
稲
場
の
第

一
次
調
査
は
、
文
化
庁
か
ら
の
文
化
財
防
災
施
設
費
等
補
助
金

（緊
急
調
査
費
）
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
終

頁

と

す

る
。

（
四
四

。
一
・
二
七
　
中
村
）
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